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＄＄傘ＳＵＺｕＫＵｓ◆ｓ＄念全Ｓ今傘＄全Ｓｓｓｓｓ全念Ｓ全傘＄念参参＄＄＊＄＄

はじめに

スズキではこのたび、ロードスポーツタイプの２輪車

を新発売する運びとなりました。

七品哲管理のもとで、スズキのモットー「価値あこの製品は、スズキの高度な技術と徹底した品質管理のもとで、

る製品」を目指して作られたものです。

このサービスガイドでは、新商品の紹介を含み、点検整備や主要部分の分解点検の要領を説

明しておりますが、「読む事柄を少なく」「見ることで素早く理解できる」ようにとの意図で

作成しておりますので、一般的に知られていると思われる細かい説明は割愛し、説明図と写

真を多く用いて編集いたしました。

点検、整備の手引きとしてご利用頂き、スズキ２輪車の拡販、アフターサービスに一層ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。
(《趣iッ

昭和59年２月

サービスガイドAalO6

鈴木自動車エ業株式会社

－趣曲趨`’

園
二
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全念＄＄＄＄＄傘＄傘＊＊ｓＳＵＺＵＫＵｓ全＊あらまし

スズキＧＳＸ－Ｒ(ＧＳＸ４００Ｒ)は､水冷４気筒のＤＯＨＣのエンジンに、２バレルキャブレータを

２個装備し、車体には、デイアルランプ、フェアリング、フルフロータサスペンション、チ

ューブレスの小径タイヤを採用した本格的なロードスポーツバイクです。

★エンジン関係

エンジンは４サイクル、水冷、直列４気筒、４バルブ(気筒あたり)、ＤＯＨＣ方式を採用し

た新設計エンジンです。

●シリンダヘッドはウオータジャケットを有したアルミ合金製で、燃焼室形状は２半球形

です。また、パルブシートは、吸・排気ともに特殊焼結合金シートを採用しました。

●シリンダはウオータジャケットを有し、特殊鋳鉄製スリーブ入のアルミ合金製です。

●クランクシャフトは一体鍛造製で６軸受方式を採用しています。

●コネクチングロッドは鍛造製で大端部は上下分割方式です。

●動弁機構は気筒あたり４バルブのＤＯＨＣ方式で２本のカムシャフトをクランクシャフト

中央部よりチェーンで駆動しています。また、バルブの開閉はロッカアームを介して行

い、バルブクリアランスの調整はアジャストスクリュー方式です。また、鋳鉄製カムシ

ャフトはカム部をチル硬化させ、鍛造成形製ロッカアームはフロア部を硬質クロムメッ

キにしています。

●バルブは特殊耐熱鋼を用い、特に熱の高い排気バルブのフェース面と吸排気バルブのア

ジャストスクリューとの接触面にはステライト盛を行っています。また、バルブ数は１

気筒に吸気弁(の21）２個、排気弁(の18)２個の４バルブ方式です。

●潤滑方式はトロコイド式オイルポンプによるウェットサンプ方式で、潤滑通路には、リ

リーフバルブを設けています。また、オイルのろ過はフルフロー式です。

●冷却装置はウォータポンプによる強制循環式リザーパタンクを装着した密封式で、ラジ

エータ後部に電動ファンを設けています。

●キャブレータはＳＵタイプで２バレル、２キャブレータ方式です。

●エアークリーナはクリーナケース構造を１ボックスタイプとしています。

●クランクケースはアルミ合金製でクラッチミッション部を一体とした上下分割方式です。

●シリンダヘッドカパー上部よ')排出されるブローバイガスはエアークリーナのクリーン

サイドに導き、大気への放出を防止しています。

●マフラは車体の右に備え、４本の排気管を連結した４intoｌ方式です。

…

…

★クラッチ・ミッション関係

●クラッチはカウンタシャフトに取り付けた湿式多板式で操作方式はプッシユロッド方式

です。

●変速機は前進６段の常時噛合式で、操作はリターン方式です

2闇



＄ｓ＄Ｓｍ＝ｍＫＵｓ＄念＄傘傘ｓ念参参＄傘全一 あらまし

★電装関係

●点火装置は無接点式のフルトランジスタ点火及び電子進角方式を採用してメンテナンス

フリー化を図っています。

●前照灯は丸形、３５/35Ｗのハロゲンランプを２個備え、それぞれに3.4Ｗの薄暮灯を設け

ています。

●リヤーコンビネーションランプは角形で、制動灯、尾灯及び番号灯を兼用した23/8Ｗで

す。

●方向指示器は角形23Ｗです。

●速度計及び回転計は丸形でメータパネル左側に速度計を中央部に回転計を装着していま

す。なお、水温計をメータパネル右側に、各パイロットランプを下部に設けています。

●イグニッションスイッチはハンドルロックと一体化し、操作性の向上を図っています。

★車体関係

●フレームはアルミ角パイプ製のダブルクレードル型で右側ダウンチューブの部分を組立

式として整備性の向上を図っています。

●タイヤは前輪が100/90-16.54H、後輪が110/90-18.61Ｈのチューブレスタイヤで､ホイー

ルは前輪がMT215x16、後輪がMT2､l5x18の軽合金製キャストホイールです。

●ブレーキは前輪がダブルディスクでディスクブレーキの有効径はd207、後輪がシングル

ディスクでディスクブレーキの有効径は`176でキャリパは共に対向ピストン方式です。

●緩衝装置は前輪がアンチノーズダイブ装置を設けたテレスコピックオレオ方式で、後輪

がスイングアームとフルフロータサスペンションユニット併用のピボットスイング式で

す。また、リヤーサスペンションのばね調整はリモートコントロール方式です。

●ハンドルはアルミ鍛造制のセパレートタイプです。

●フューエルタンクは容量１８４で、キーロック付キャップです。

●フェアリングはハーフフェアリングを装備しています。

(電iッ

★その他

●シートはキーロック付の段付タイプ、左右フレームカバー及び前後フェンダは樹脂製で

す。

(趣越，

園３



外観４面図｜全傘手幸宰＄＄Ｓ幸傘本全ＳＳＵＺＵＫＯ傘◆＄

。
（
碗

□
の
①

〔
（
の
。
山
）
一
三
霞
騨
〕
図
回
図
騒
本
剰
ロ
｜
ト
エ
①
升
Ｋ
Ｋ

“SＳＩSＳＩ

冨
局
（
寧
佃
）

副
司
司
劉
劃

：

繭 、、

●●

9９０１

域

、
垣
句

宇一｡￣￣■

●

Ob8(口京王Ｈ・口iiii蝉）Ob8(口京王Ｈ・口iiii蝉）

996(窯些黙回年型哩）

Ob8(口京王Ｈ・口iiii蝉）

996(窯些黙回年型哩）

９９０１

9811(魁亭）

4園



曇亟回懸鋼圏圓̄ ロ
ロ
已
呵

□
□
□

Ｃ
□
ご
』

□
ご
ロ
⑭

Ｃ
Ｃ
Ｃ
『

Ｃ
●
ご
旬

ロ
ロ
ロ
団

Ｃ
Ｃ
Ｃ
■

ｃ
ｃ
ロ
ト

Ｃ
Ｃ
Ｃ
四

。
□
Ｃ
向

Ｃ
Ｃ
Ｃ

￣

訳
。

讃
、
、
、

嶺
の訳
□

鋼
②
鋼
、
鋼
『

〈
剰
囚
巨
型
①
件
Ｋ
Ｋ
〉
図
蕊
橿
濃
謹
に
暇

□
②

韻

;;､鬘iｉｉｉｊｉ

□
⑲

ミ
蔓
鋼
憾

・
廿
一
Ｃ
御
一
□
Ｃ
－

ｃ
②

。
⑨

Ｃ
こ
け
ご
Ｎ

Ｃ

羨
鋼
①角
已

Ｃ
『

鋼
崗

韻
等

嶺
＆

鰯 ｕ、

￣

蕊
鋼
UUJ

鋼

(鼈鐘，

●
、一

一

GM

H§u仁璽轄閏ｂ鵠覆侭

Ｃ
、

ロ
ロ ￣

ひ二

二・の。（」四

繍慰麺》
奇
零護

園

Ｅ
Ｃ
宇
二

ヘム
「

可
一画
》

□
。
『

。
。
句

ｃ
ｃ
閂

⑥Ｕ

〈
割
こ
こ
件
Ｋ
Ｋ
〉
図
蕊
租
濫
藝
入
猟
入
Ｈ

[Ⅵ

…
￣

色
一
ｘ
Ｅ
ｅ
樫
鋼
騨
回
霞
墾

団
②

（
垣

叩
『

向

掛
患
嚢
蕊
蕊

い
△
へ
一
電
》

枳
調
愚

￣
■＝

。
“

Ｃ
⑰

Ｃ
、

□
す。
⑫

舞盟ＲＩＥ

園ら



車 歴｜全傘念＄＄全Ｓ傘宰参参参ＳＳＵＺＵＫＤｓ全傘

…

、鐘ijj）

‐
Ｉ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ

０
１
０
０
Ｉ
０
０
０
ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ

－

⑤●

０
０
１
０
．
Ｃ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｌ

￣

e虜

〔商品呼称〕

スズキＧＳＸ４００Ｒ

〔通称名〕

スズキＧＳＸ－Ｒ

〔車名及び型式〕

スズキＧＫ７１Ｂ

〔開始車台番号〕

GK71B-100001-

発売：８４年２月
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園７

項目 初期型(FNq-100001～）

ヨ

四
初期型(FNq-100001～）

■鳳困刷駆囚

初期型(FNq-100001～）

ヨ

四
初期型(FNq-100001～）

■鳳困刷駆囚

指定番号〔類別〕 5022〔001〕

車名及び型式 スズキＧＫ７１Ｂ

長さ（、） ２．０９０

幅（、） 0.710

壬『￣
さ（、）戸Ｉ 1１８５

軸 距（、） １．４２５

原動機の型式 Ｋ７０１

総排気量 ０．３９８

車両重量

前 軸（kg）

後軸（kg）

計（kg）

9０

8６

176

乗車定員（人） ２

車両総重量

前軸（kg）

後軸（kg）

計（kg）

108

178

286

タイヤ
ﾛリ 輪

後輪

100/90-16.54Ｈ

110/90-18.61Ｈ

最低地上高（、） 0.135

`性

能

燃料消費科
(km/0）

〔速度(１m/h)〕
U-L

ＩＩｉＩ動停止距離
(、）

〔初速(k､/h)〕
、ビ

最小回転半径（、）

45.0〔60km/h〕

14.0〔50km/h〕

3.3

原
動
機

始動方式

種類
ﾘﾝU〈

シリンダ数及び配置

動 燃焼室形式

弁機構
1汎りこ

内径×行程（、）

圧縮比

圧縮圧力（kg/c､ｻﾞ-rpm）

セルフ式

ガソリン・４サイクル

直４．横置

２半球形

ＤＯＨＣチェーン駆Ｉｌｌｊ
吸自(２，排笂２

53.0×４５．２

1１．３

1４．０－４５０
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e圏

■思一國黒巴囲
項目

－，用E圃志＝暉竃■二用

初期型(FNq-100001～）

■■■■■■■■■■厘鳳■、̄ ■■■■■■￣̄

原
動
機

最高出力(ps/rpm）

原

鎧大トルク(k９．ｍ/rpm）

寸法(長x幅x商､）

重 (kg）

原

弁
又
は
ポ
ー
ト
開
閉
時
期

吸気

排気

開き

閉じ

開き

閉じ

弁すきま(m､）
1股気

排気

動 無負荷回転速度 (rpm）

ﾌﾞﾛｰﾊﾟｨｶﾞｽ還元装置形式

機

潤
滑
装
置

潤滑方式

油ポンプ・形式

油ろ過器形式

潤滑油容量（２）

冷
却
装
置

冷却方式

放熱器形式

冷却水容量（２）

水ポンプ・形式

サーモスタット形式

59.0/11,000

4.0/9,000

470ｘ４７６ｘ４８３

変速機を含む６１

41゜ＢＴDＣ

67.ＡＢＤｃ

55゜ＢＢＤｃ

25･ATI〕ｃ

0.13～0.18(冷間）

0.13～0.18(冷間）

1.300

シールド式

圧送式

トロコイド式

全流ろ過式･金網・ろ紙I1ilW式

３．０

水冷

コルゲート形(密封式）

2.0

軸流式･ギヤー駆動式

ワックス式

燃
料
装
置

エアークＩ）－ナ

几茄､：

燃料タンク容量（０）

科 燃料ろ過器形式

装
置

気
化
器

ｚ＝̄
形式

否ｴら

ﾉレ
ガス弁径（m､）

置’ B２
ベンチュリ径（m､）

空気弁形式

ウレタンフォーム

18(予備：約４．４４）

樹脂製鋼式

ＡＳ２７ＶＷ

3０

2７

手動式･バタフライ式

電装
気置 電 圧（ｖ） １２(－）アース
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臣
項目 初期型(FNo-100001～）

電
気
装
置

電
気

火
装
置

一
ナ
Ⅷ
〃

寸
ソ

ノ
。

装
置

充
電
発
電
機

始
釛
電
動
機

占 火形式

凸
びｂｂ、 火時期

竃
火 断続器形式

装 点火早め装置

友＝

又（
置

占
P00B 火う゜ラグ

ﾄﾌﾞ丁 容量〔時間率〕Ａｈ

菱
|鷺 形式

|鑿 出力（V-A）

置 |穗 電圧電流調整器形式

|‘ 形式

|蝋 出 力（1.V）

フルトランジスタ

1571,650r・p．ｍ．

無接点式

嘔気式１５．－３５
(クランクギIil角相当）

ＮＧＫ：Ｃ６ＨＡ･Ｃ７ＨルＣ８ＨＡ

Ｎ、：Ｕ２０ＦＳ－Ｕ･Ｕ２２ＦＳ－Ｕ

Ｕ２４ＦＳ－Ｕ

12〔10〕

交流式

1２－１６

サイリスタ式

フリーホイール式

1２－０．６

動
力
伝
達
装
置

機関から変速機までの機構

機関から変速機までの減jQi比

動
力

ク
ラ
ツ
チ

卍且ロ~ ダフ
形式

占炭"』

ラ 操作方式

力

､ソ

チ

フシ

エン

ｌグ

寸法（､ﾛ）

面積(､)ｘ枚数

ｌ１４ｘ９６ｘ３､0

２５×８

im式･多板･コイルｽプリング

機械式

ｌ１４ｘ９６ｘ３､0

２５×８
伝
達
装
置

変
速
機

'一・

形式
１４｣ｂ

万j缶＆
操作方式

《
速
機

達
装
置

変
速
比

連

連

二連

凹速

五速

六速

3.166

２．１２５

1.631

Ｌ３３３

1．１７３

1.083

常時噛合式

足動式

3.166

２．１２５

1.631

Ｌ３３３

1．１７３

1.083

減
速
機

|蕊 歯車形式

|鴬 減速比
スプロケットホイール

3.066

機関一減迩機一クラッチー変通催

2.212

im式･多板･コイルｽプリング

機械式

ｌ１４ｘ９６ｘ３､0

２５×８

常時噛合式

足動式

3.166

２．１２５

1.631

Ｌ３３３

1．１７３

1.083

スプロケットホイール

3.066

走装
行置 キャスタ（哩） 27.25



主要諸元｜宰傘念全傘全念傘＄ｓ傘傘ｓＳＵＺＵＫＵｓ＄＄

､轡fjノ

‘

１０圏

項目 初期型(FNq-100001～）

走
行
装
置

トレ_ル（､､）

走
行 タイヤのリム
前輪

後輪

装
タイヤの形式

前輪

後輪

置 タイヤの空気圧
(kg/師）

前輪

後輪

9６

深底リムＭT2・l5xl6〔軽合金製〕

深底リムＭT2､l5xl8〔軽合金製〕

100/９０－１６．５４Ｈ
(チューブ無）

110/90-18.61Ｈ
(チューフー無）

２．００

２．５０

力、

じ
｣Mx

装
請１

力、

じ
ＴＴＴ刀

ハンドル幅（、）

手
装
漬 かじ取角度

645

左右各30。

施
錠
装
置

施
錠 形式

装
置

取付位置

ステアリングロック

フロントフォークアッ'ワラケット

制
動
装
置

形式
前輪

後輪

制 作動系統及び制動車輪

動

ライニングスは
パッドの寸法

(､､）

前輪

後輪

装

ライニングスは
パッドの面積

(cmP）

前輪

後輪

置

ﾌﾞﾚｰｷの胴径Xlj
ﾃﾞｨｽｸの有効径

(､､）

前輪

後輪

マスタシリンダ内径（m､）

ホイールシリンダ内径（､,）

油圧式ダブルディスク

油圧式シングルディスク

２－前１緒、後1輪Hill動

５６．８×２９．５×４．２

５１．５×３４．５×４．２

１５×４枚

１７ｘ２枚

207

176

前：１４．０後：１２．７

前：２７.Ｏｘ２後：３８．１

緩
衝
装
置

緩

一
別

懸架方式

ばね形式

衝
装 後

懸架方式

ばね方式

置 ショックアフ゛

ソーバの形式

』
Ⅱ
一
月

後

テレスコビックオレオ式

コイルばね

スイングアーム式

コイルばね

筒形単動式

筒形複動式

収
わ
く 形式 ダブルクレードル



…

(麺，’

園'１

－－ロー＝■■■■■■■＝■■■■ |■■■■■■■■■U石ＺＬＨｑ･￣でＴ－浬＝＝－日－口~ヨｒ■■L■

項目 初期型(FNq-100001～）

車
わ
く

車
生 断面形状

》
く

寸法（nm）

角

３５ｘ３０ｘ２

騒
音
防
止
装
置

騒
消音器個数

音
防
止
装
置

騒音
(ホン）

排気

加速

定速

7０

7７

6７

１

7０

7７

6７

灯
火
装
置

前照灯 IHMii･色及〔ﾉﾄﾞ'１能

小Ｔ
悉号灯 個数及び性能

八Ｊ

尾灯 I1il数及び性能

火
準

駐
車
灯

火 |鷲 前面

川士 |荷 後面

ＩＭＩ数・色
及び性能

個数及び
性能

２.白色3.4Ｗ×２
l40cmfx2(薄暮灯と)l〔用）

ﾙ8Ｗ(尾灯､制動灯と議用),77画
ユエ

制動灯 個数及び性能

置

方
向
指
示
器

置|玄 フラッシャ形式

瞳 前面 個数及び'１能

|窯 後面 個数及Ｕｒｌｉ能

コンデンサ式、
パイロットラ

点滅回数の変化ｈ
ﾝプ式

2.23W38qf85回/分

2.23Ｗ20cm’８５回/分

反器
後面 個数及び１１能

2．白色３５/35Ｗx2.140cmPx2

１．８Ｗ

Ｊ8Ｗ(駐軋T､制動灯舗1W)･77c画Ｐ

２.白色3.4Ｗ×２
l40cmfx2(薄暮灯と)l〔用）

ﾙ8Ｗ(尾灯､制動灯と議用),77画

ﾙ23Ｗ(尾灯､駐車灯と兼用)ＷｃｍＰ

コンデンサ式、
パイロットラ

点滅回数の変化ｈ
ﾝプ式

2.23W38qf85回/分

2.23Ｗ20cm’８５回/分

１．３２．８

懸装
報瞬

警器
音 個数及び性能 1.平型電気式95ホン

視
野
確
保
装
置

後
写
鏡

#|鷲 左

〉
鏡

味
装
置 右

形式

寸法及び
曲率半従 (、）

形式

寸法及び
曲率半径 (m]）

ガラス・固定式

角形８２x119-R1200

ガラス・固定式

角型８２xll9-R1200

計
器

計
叩

速
度
計

=香上 連
形式

JＵＩ

度 `性能

Uqm

計
速度警報装置形式

フロントハブ渦電流式

40±;:8km/ｈ

灯火式
ＴＵｙｒ

走行距離計の形式

フロントハブ渦電流式

40±;:8km/ｈ

灯火式

フロントハブ､ギヤー式
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シリンダヘッドカバー

☆ｱﾙﾐ…て議効…い・
★シリンダヘッドカパー内側にカムチェーン

ガイドNO3を設けている。

★シリンダヘッドカバー中央上部に、ブロー

パイガス排出穴を設けている。

オイルセパレータ

…

シリンダヘッド

★アルミ合金製一ウオータジャケット有り

★パルプシートに特殊焼結合金を圧入

★燃焼室形状－２半球形

★燃焼室容積－７．４±0.2ｃｃ

（1Ｎ・ＥＸバルブ及びNGK-C7HA装着時）

★スパークプラグ取付箇所から外側に向けて

水抜き穴を設けている。 qllI1liiiiiiiiiiiiグ

シリンダへ､

域
シリ

シリンダ

*ｱﾙﾐ…て澪_ﾀ…ﾂﾞﾄ有り
★４気筒一体式

★後部にカムチェンテンショナアジャスタを

設けている。

回
'`圏



カムシャフト

★特殊鋳鉄製

★1Ｎ・ＥＸカムシャフトともそれぞれ４軸受

方式でシリンダヘッド及びカムシャフトホ

ルダにより支持している。

★カムシャフト中央部にカムスフ・ロケット取

り付けフランジを設けている。 鍔i霧篝N瀞

篝露鬮

…

ロッカアーム

★フロア部（カムシャフトとの接触面）には

硬質クロムメッキを施こしている。

★インレット側４個、エキゾースト側４個で

ロッカアームシャフトを支点としてカムシ

ャフトによりバルブの開閉を行う。

★タペットアジャストスクリュ及びロックナ

ットを設けている。 ;i;量:、ナ
ロッカーアームロッカアームスプリング

ii蝋鐘'

インレット・エキゾーストバルブー

★１気筒に吸入弁，排気弁を各２個設けた４

バルブ方式。

、

1１
インレットバルプエキゾーストバルブ

へ

※ステライト処Jm-耐熱耐腐食性合金による処1911

園'５

インレットパルブ エキゾーストパルプ

ﾉ<ルフ 特殊耐熱鋼 特殊耐熱鋼

バルブ径 21の 18の

シート面 ※
ステライト処理

タペット部 特殊軸受鋼 特殊軸受鋼



エンジン｜傘念ｓ＄◆全＄ｓ＊ｓ＄＄ｓＳＵＺＵＫＵ傘◆Ｓ’

バルブスプリング

★シリコンクロム製 耐熱、耐水、耐酸

化に強い

★各スプリングにはショットピーニングを施

して高速回転時にも安定した機能をもって

いる。

★二重式のスプリングでインナー、アウター

の巻き線が反対になっていて伸縮時のかみ

込みを防止している。

★不等ピッチのスプリングを使用し、高速回

転時のサージングを防止している。

※ショットピーニングー鉄の粒子を高速度に打ちつけ
て、疲れ強さを増大させる。

インナバルブスプリングアウタバルプスプリング

N塾騨)

カムチェーンテンショナとテンショナアジヤスター

★カムチェーンテンショナ

硬露ｺﾞﾑｒ鵬薔の低減
・カムチェーンガイドとカムチェーンテン

ショナとがあり、テンショナアジャスタ

カゴカムチェンテンショナを押している。

★テンショナアジャスタ

・全自動調整式一メンテナンスフリー

・チェーンが伸びるとテンショナアジャス

タのプッシュロッドがカムチェーンテン

ショナを自動的に押して適正な張りを保

つ。

エンガイド

カムチェンテンショナアジャスタ

エンテ

､術iimij）

ピストン

★シリコン含有率の高いアルミ合金製

★ピストン頭部に取付方向及びサイズ（オプ

ションのみ）を表示。

矢印：排気方向を示す。

数字：オーバーサイズ寸法を表示しており

ＳＴＤピストンには数字表示をして

いない。

★ピストンポス部を薄肉にして軽量化を図っ

ている。

'6虜



ピストンリング

★トップリング

形状：バレル形状でなじみがよい。

外周：クロムメッキをして耐久`性の向上

を図っている。

刻印：Ｒ一理研製マーク

★セカンドリング

形状：テーパ形状で油の制御作用に優れ

ている。

表面：蟻パーカライジング処理し、錆の

防止を図っている。

刻印：Ｒ一理研製マーク

★オイルリング

組立式オイルリング

外周：クロムメッキをして耐久性の向上

を図っている。

表面：パーカライジング処理し、錆の防

止を図っている。

－□
ＴＯＰリング

一Ｆ、
２，．リング

Ｉ オイルリング

(遥離，

オイルリング

<５ｓ グ

※パーカライジンクー鉄の表面に燐酸塩皮腋を作るサ
ビ止め加工法

トップリング

&延魁／

クランクシャフト

★一体鍛造製

★主軸受－６軸受方式

★ベアリングー錫・アルミ合金メタル

★レフトクランクウェッブ（１番気筒）の端

面にベアリング選択用の刻印を設けている。

刻印有り

園'７

むち参二皿＝ｕＫ Ｓ傘傘Ｓｓ琴念参参ｓ＄ｓＳ ￣
-.,1

エンジン囮



。

エンツン｜郷傘紳幸艸全紳＝ＳＵＺＵｍｓ余念

コンロッド

★炭素鋼の鍛造製

★大端部一上下分割式の特殊リーマポルト

による結合式

★ベアリング－－銅・鉛合金メタル

●
●

域

クランクケース

★組立基準ケースーアッパクランクケース

★上下分割方式でクラッチミッション部を一

体化したアルミ合金製

★アッパクランクケースのオイルギャラリ（油

穴）にオイルジェットを設けている。
宝１１伽ﾚム合

上下割り

０

域

スタータクラッチ

★常時噛合式ワンウェイクラッチ

☆願付値霞てこ7薪二jZ鮒ナ
★スタータモータからの動力をアイドルギヤ

ーを介してスタータギヤーに伝え、ワンウ

ェイクラッチによりクランクを回転させる｡
★ローラー３個

スプリング－３個

ピース－３個

ラッチスター

'8園



キャブレータ

★２バレル２キャプレータ方式

★１個のダイヤフラムで２個のピストンを連

動する。

★型式一ＡＳ２７ＶＷ

★メーンポアー30ｍｍ

★スタータ付一左ハンドルスイッチ下部で

リモート操作する。

★取付方法一インレットホース及びエアー

クリーナにクランプ.止め。

ii4iiI篝i1111》

霞iiiiiii1iiiiiiililiiii懇

IfHiiツ

エアークリーナ

★取付位置一シート下側

★フィルターウレタンフォーム・１個
リーナ

★１ボックスタイプ

アウトレットホースストッパリング

k趨曲ッ

エキゾーストパイプ・マフラ

★４本の排気管をエンジン下側で１本にまと

め、車体右側に取り出した４intoｌ方式。 Ⅲ
密

園'９



エンジン｜＄念＄＄＄＄傘ｓ全ｓ孝幸参二皿＝ｕＫＩｓ＊傘

潤滑関係

★潤滑はクランクケース下部にオイルを溜め

ておき、これをオイルポンプによってくみ

上げ各部に圧送して潤滑するウェットサン

プ方式。

★潤滑通路一リリーフバルブ有り。

★オイルのろ過一フルフロー式（全流式)。

★エンジンオイル容量

・エンジン分解時：３．０２

・オイルのみ交換時：２．６Ｃ

‘

シリンダヘヅドへ

11i=舗〆
オイルジェット

オイルジェット

~』哲＝舌＝舌｣ｼｭｶﾞ
左側００匹Ｏ右側

ｅ
／､
￣－－●￣

＆ノ ○ ９９
域○

卜左側カウンタシャ

鱒尉寸０
○

○ 詞詞

Ｇ

沙も沙も

20園



むさ＄Ｓ皿夛ｕＫＵｓ全ｓｓｓ全念傘参参＄ｓｓＦ－ エンジン

ロッカアームの潤滑

オイルバイプより

･

●

＝竜

(軸ッ

クラッチの潤滑スタータクラッチの潤滑

クランクシャ

苗

(趣H醤'

トランスミッション関係の潤滑

虜2１



１

＄傘全＄＊ｓｓ＄＊傘＊＊ｓＳＵＺＵＫＵ全ｓｓエンコジF1：エン幸

オイルポンプ

★トコロイド式

★取付位置一クラッチ裏側のクランクケー

スに取り付け

★駆動方式一クランクシャフトの回転をク

ラッチを介してオイルポンプ

ドライブギヤーによって駆動

します。

〆インギャラリヘ

／、

]【

イル

､趣Biノ

オイルジェット・リリーフバルプ

鵜雑…｢鷺二に：
れる通路

★リリーフパルブ（オイルレギュレータ）

・オイルギャラリ（油穴）内の圧力が規定

以上になるとバルブが開きバイパスを通

ってオイルパンヘ逃がす。

・開弁圧力-4.5～5.5kg/cmP

→
』

：
鯵

…

オイルフィルタ

☆ろ過方式工:鑑繍:…
★フィルタ中央にオイルリリーフパルブ有り

・リリーフバルブ調整圧力－１．５±０．２

ｋｇ/cnP

ろ紙

リリーフバルブ

22園



F全＄ＳＵＺＵＫＵｓ全参傘念＄傘傘全傘＊ｓ＊■￣ エンＴ息シーンIRI

ブローバイガス還元装置

★シールドタイフー大気への放出を防止

シリンダヘッドカパーとエアークリーナを

ホースで結び、クランクケースのブローバ

イガスを吸入させる方法で、このブローパ

イガスはシリンダのカムチェーン室などをと

おりシリンダヘッドカパー中央部のオイル

セパレータで、オイル分とガス分とを分離

させ、ガス分のみをエアークリーナへ導き

再吸入させて燃焼させている。

…

秒(鑓ッ

園2３



エンジン ＊傘全＄＄＄傘傘＊Ｓ＊＊傘ＳｕＺＵＫＵＳ＄Ｓ

冷却装置

★ウォータポンプインペラによる強制循環式

で、インペラ、クランクケースポート、シ

リンダ、シリンダヘッド、サーモスタット

バルブ、ラジエータと循環する。

★リザーパタンクを装着した密封式。

ンド

シリンダ

§ｕｉｉｉｉ
－タポンブ

“

…

24虜



ウォータポンプ

★取付位置一ドライブスプロケット前側

★駆動方法一オイルポンプシャフトにより

駆動

★ウォータポンプケース内のインペラにより

冷却水を循環させる。

(趣鱗，

ウォータサーモスタット

★取付位置一シリンダヘッド後側

★ワックスペレット型一温度上昇により膨

張するワックスを

用いている。

★開弁温度-75。

★全開温度-90。（約６mm開く）

★冷却水の流れをコントロールする弁で暖機

を早く、また、オーパークールの防止を図

っている。

エアー抜き穴

(麺塑

冷却水

★冷却水量一約2.25』

・エンジン側：２．００

・リザーバタンク(Ｕライン）：0.25ｕ

★スズキクーラント混合(混合比50％）

総一'T鱗稟
・夏冬通して使用できるオールシーズン用

クーラントです。

・クーラントの使用期限－－－２年間 スズキクーラント

園2５

●＊＄ＳＵＺＵＫ 傘全Ｓ傘傘＄Ｓ＄Ｓ＄全Ｓ＊ ￣■ エン勢



プラジエータキャッ

★密閉加圧式

★圧力弁 大気との圧力差が0.95～1.25ｋｇ

/cnF以上になると開く。

★取付位置一ラジエータ右上部

負庄弁

圧力弁

…

ラジエータ

★フイン形状一．ルゲートタイプ

麓…-F驚蝋…
牛、

、

‘

リザーバタンク

★取付位置一バッテリケース下部

★ラジエータ内の正、負圧をラジエータキャ

ップを通して吸収し、ラジエータ内の水量

を一定に保つ。

★冷却水注入口一ライトフレームカバーの

内側

★冷却水量の確認一インスペクション部の

ＵＰＰＥＲ～ＬＯＷ間。

■
■
■
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クラッチ

★湿式・多板・コイルスプリング式

★操作機構一一プッシュロッド式

★取付位置一カウンタシャフト右側

★構造

・ドライブプレート－８枚

・ドリブンプレートー７枚

.スプリング５ケ

ドリブンギヤー

リブン
レート

★駆動方法一一クランクからの動力をドライ

ブプレートドリブンプレー

トを介してカウンタシャフト

に伝える。＿
プレッシャプレート

R…

ドリブンプレート

｜ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

ブスリープノ

プレートプレッシャ

(愈趣ッ
ツシュピースクラッチプ

ペアリング

ＯＧ'､'

'0K/､､ノグ
ドプッシュロッ

スペーサ

○ スプリングドルペアリング

プライマリドリブンギヤー

園2７



クラッチ①ミッション 念念念寺ｓｓｓｓｓｓｓｓｓＳＵＺＵＫＵｓｓｓ

トランスミッション

★操作方桂一左足動・リターン式

（１ダウン５アップ）

★チェンジレパーーリンク式

★常時噛合６段ミッション

★ドライブシャフト側 １速～６速までの

ドリブンギヤーを

組立。

★カウンタシャフト側－２速～６速までの

ドライブギヤーを

組立。

域

●

２Ｎ、ドライブギヤー
5ＴＨドライブギヤー

カウンタシャフト6ＴＨドライプギヤー

’３ＲＤ４ＴＨドライブギヤー

/､､/､8／ｂｅ〃'

、増ｉｉノ

ドライブシャフト

訂ﾙｰﾚ剛ルー1節ﾝ識一
１

２Ｎ、ドリブンギヤー-３Ｒ、ドリブンギヤー５ＴＨドリブンギヤー
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点火装置

★ＰＥ１（フルトランジスタ）点火方式

・無接点式

★点火時期一ＢＴＤＣ１５｡/1650rpm

★進角装置一電気式15.→35。

★スパークフ・ラグ

繧鑪Tll:K18蝋_ロ

イグニッションスイッチ

バ
ッ
テ
リ

青
黄
緑

★構成 シグナルジェネレータ

（点火信号発生部）

イグナイタ

（コントロール部）

イグニッションコイル

スパークフラグ

シグナルジェネ

k趣，

充電装置

★発電機 3相ＡＣジェネレータ

★整流・電圧制御一レギュレートレクチファ
イヤ

・シリコン三相全波整流

・三相短絡方式ＳＣＲレギュレータ

レギュレートレクチファイヤ

３

(鼬ッ

始動装置

チッ
｜
タ

イ
し
｜

ス
リ
モ

タ
リ
タ
タ

ー
ー
ナ
ー
ー

タ
ツ
タ
タ

ス
バ
ス
ス

菰〒」「‐Ｆ」
ル
成

セ
構

★
★

「 Ｔ

ス
タ
ー
タ
モ
ー
タ

パ
ッ
テ
Ⅱ
グ

園2９

＃１，４

層
＃２，３



電動ファン装置

★サーモスイッチ（電動ファン用）により感

知。

★常開型サーモフェライト式

★作動一一冷却水温の上昇によりゲージ内の

スイッチをＯＮにする。

☆作動温度Ｔ::F:M1ﾓｰU3℃
★サーモスイッチ取付位置一シリンダヘッ

ド後部

同 電動ファン

リレー

サーモスイッチ

バッテリー

“

バッテリ、フューズ

★バッテリ

・取付位置・個数一車体中央、１個

・１２Ｖ１２Ａｈ

形式Ｔ;:|:慨

．…取付銘'iiT調▽
★フューズ

・取付位置一一パッテリケース後側

・差込式12Ｖ20Ａ

･個数Ｔ鱒弓堂二:｝ ､錘ｶﾞノ

イグニッションスイッチ

★取付位置一ハンドル中」ドル中央

ＬＯＣＫ(ステアリングロック）

(ＰＵＳＨ）

ＯＦＦ(駐停車時）

Ｃ(オィルレベルパィロ

ットランプ点灯）

ＯＮ(走行時）

(ＰＵＳＨ）

Ｐ(夜間停車時）

－シートロック

ーフューエルタンクキャップ

ーヘルメットホルダ

★４ポジション

鎌…鬮鬮轤兀
3D圏



コンビネーションメータ

★スピードメータ

・うず電流型

・目盛－０～180kmＡ

・８０kｍｍ以上は赤目盛

・オドメータ：有

・トリップメータ：有

★タコメータ

・電気式

・目盛－０～13,000rpm

★・12,000rpm以上は赤目盛り

★ウォータテンパラチュアメータを右側に設

けている。
'電鐘〆

★各パイロットランプ

①ターンシグナルパイロットランプ

②オイルレベルパイロットランプ

③速度警告灯（速度が80km/h以上に

なると点灯）

④ニュートラルランプ

⑤ハイビームインジケータランプ

L篭ッ

オイルレベルパイロットランプ

★表示一メータ内のパイロットランプ

★イグニッションスイッチを◎の位置にした

ときランプが点灯する。（球切れ点検用）

★作動一エンジンオイルが少なくなり、フ

ロートが下がるとスイッチがＯＮ

になり、ランプにより警告する。

★フロート取付位置一オイルパン下側。

★ランプ点灯時のオイル量一約2,000ｃｃ

エンジン始動時または走行中に、パ

イロットランプが点灯したら早急に

オイルの点検及び給油を行ってくだ

さい。

ンスイッチ

園3１



ウオータテンパラチュアメータ(水温計)装置

★ウォータテンパラチュアゲージ

・取付位置一シリングヘッド後部

・作動一冷却水温度の上昇によりゲージ

内の抵抗が小さくなり電流が多

く流れる。

★ウォータテンパラチュアメータ

・取付位置一コンビネーションメータ右

側

・交差コイル式ゲージ

・ウォータテンパラチュアゲージユニット

の抵抗の変化によってフューエルメータ

指針部外側の励磁用コイルに流れる電流

の大小が指針の指示位置を決めています。

・指針帰零式

・指針下側の磁石によりＣ側に針が戻りま

す。

域

戻し磁石

磁

域

ウォータテンパラチュアゲージ

32園



ちぢ◆ＳＵアＵＫＵ全＊＄全＄◆ちぢ＄＄＄＄◆Ⅳ￣ エレクトリック

ヘッドランプ・薄暮灯

★ヘッドランプ

・ディアルランフ゛式

・ワット数-35/35Ｗ×２

（ハロゲン電球）

丸形l40cnf×２･形状

★薄暮灯

・ワシ

・形状

ト数 ３．４Ｗ×２

丸形140cmP×２

・駐車灯と兼用

★バルブの脱着一ランプ後側。

験！

(鼬蟻，

ターンシグナルランプーー

★ワット数-23Ｗ

☆形状:薗形--T二露i爵
★点滅lp1数-85回／１分

★戻し忘れ防止装置一パイロットランプ

★ターンシグナルリレーーコンデンサ式

★色燈色
ＵＺｕＫ

フ
、
ソ

(鑓f8j，

リヤーコンビネーションランプ

★・テールランプ・

騨軋ノユ
★形状一角形77cm､

★色一赤色及び白

８Ｗ/23Ｗ レ
シ

闇調



フレーム

★形式一ダフフレクレードル

★角パイプのアルミ合金製フレーム

★フレームのダウンチューブ右側：組立式

★前部にフューエルタンク、エンジン、中央

にリヤーショックアプソーバ取り付けスペ

ースがある。

題

分
フ

鬮､蕊鍵‘

l毯醤，

スタンド・フートレスト

★プロップスタンドを装備。

★フートレストはアルミ鍛造製でブラケット

に取り付け。

・フロントーリターン式

・リャー－－－－折りたたみ式
トレスト

(亀山婆

卜シー

★シート高さ－約780ｍｍ

★タンデムシート式

★取付方法

・フロントー前部をフレームに差し込み

後部をシートロックで取り

付ける脱着式

・リヤーーテールカバーに固定

★シート裏側に整備手帳収納バック：有

★シートロックはヘルメットロックと１体式

で右に回すとシートロックが開き、左へ回

すとヘルメットロックが開く。

リヤーシート

園3６



フューエルタンクー

☆容鑓-[鶉騒:約…
★キャップーキーロック式

★前側にブリーザキャップ：有

、麹ii;〉

ブリーザキャップ

〈７

【三三麺

てれ
る

ガソリンの流れを防ぐ

、醤ｶﾞノ

フユーエルコック

★手動コック式

辮…~E蝋
レームヘ取り付け

★取付位置一フユーエルタンク左下側のう

（怠乙黒蕊はﾌﾕｰｴ）

36虜

三二三罐「－－ ボデ 全傘＄◆全◆ｓ傘全ｓｓ傘ｓＳＵＺＵＫ



ハンドル

★アルミ鍛造製のセパレートハンドル

★ハンドルの先端にパランサ：有

バランス重量一左右各１１０９

★ハンドル幅-645mｍ

曇&鑑鐸、

(趣｡〆

ハンドルスイッチ

★ライトハンドルスイッチ

①エンジンストップスイッチ

②ライティングスイッチ

③スタータスイッチ

★レフトハンドルスイッチ

④ディマースイッチ

⑤ターンシグナルランプスイッチ

⑥パッシングスイッチ

⑦ホーンスイッチ

①

lii茎;iiiiliii雲i雪

(趨鐘〆

フロントフォーク

★テレスコピックオレオ式

★アンチノーズダイブ（ＡＮＤＦ）装置付

・制動時における車体の前傾を少なくする

装置

★左右のダンパを固定するスタビライザ装備

★ディスクブレーキキャリパ付

・フロントフォークストローク-130mｍ

・インナチユーブ径一一一一一一--36mｍ

スタピラ

lllIlii トフォーク

園3７
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ボ デ ＊傘傘◆◆＄ＳＳ全参ＳＳｓＳＵＺＵＫＵ傘ＳＳ
￣

フロントブレーキ

★油圧式ダブルディスクブレーキ

★４ポット対抗ピストン式

★右ハンドルレバーによる手動式

★リザーバタンクーマスタシリンダポデー

と一体式

・オイル量の確認一一外部点検可能

（インスペクション）

★ディスク有効径一一207ｍｍ

★ディスクパッドー摩耗限度表示線：有

平
可

､趨騨)

フロントホイール・タイヤ

…T灘…}…
…て豐了竪二楡
★出荷時取付銘柄一ダンロップ

､箇鐵j）

リヤーショックアプソーバー

★取付位置一車体中央部

★フルフロータサスペンション

★形式一筒形複動式

★スプリングの初圧調整式

・操作一リモートコントロール方式

・標準目盛－３

★リヤーアクスル可動量：124mｍ

38園



スイングァーム

★アルミ角パイプ

★ピボットスイング式

★ピボット部にはニードルローラベアリング

を採用。

★後部にチェーンアジャスタ用刻線：有

霜鍵

§…

リヤーブレーキ

★油圧式シングルディスクブレーキ

★右足踏によるペダル式

★ディスク有効径-176ｍｍ

★ディスクパッドー摩耗限度表示線：有

★リザーバタンクーマスタシリンダとホー

スにより接続

、オイル量の確認一外部点検可能

（インスペクション） 蕊Ililillllllll
鱗

(趨騨,，

リヤーホイール・タイヤ

…T灘…’…
…T警護型:‘
★出荷時取付銘柄一ダンロップ

園3９
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フェアリング

★樹脂製 フェアリング

★車体色塗装後クリアコーティング

★フェアリング内にへツドランプを収納。

★フロントターンシグナルランプを内蔵した

一体構造。

國巾･フェアリングのスクリーンは中性
洗剤もしくは、石けん水で洗い、

水洗いした後にやわらかい布でふ

きとってください。

･ベンジン、ガソリン、コンパンド

入りクリームなどは使用しないで

ください。
､遡蟻ノ

…

40園
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(趣シ，

一Ｐ6９Ｐ4１

(轌鐘

園 4１
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、
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点検整備についてのご注意

域

、選鐵）

42園

蓬

整備に当っては火気に十分注意すること ｡ 整備前に車をよく清掃して、分解部

品に渓I)や泥が付着しないようにする ◎

パッキン、ガスケット、℃”リング、割ピン
等は組

ボルト、ナットなどの締付順序は、径の

大きいものから、また、内側から外側へ、

対角線に除々に行い、最後には

規定トルクで締め

つける。

また、緩めるとき

はこの逆に行なう。



納車整備について

スズキの工場では、高度な品質管理と、厳重な検査のもとで新車が生まれてきますが、この

クルマがお客様の手に渡るまでには、いろいろな流通経路をたどってゆきますので、新車と

いえども、お客様へ渡す前に、再度入念なチェックをすることが大切です。

★納車整備のポイント

|毯趨ッ

(麺､､ソ

圏鯛

●バッテリの取付

即用式バッテリ
Ｔ＝

電解液(比重1.26の希硫酸)を規定の量だけ注入する。

バッテリ容量の％,の電流で電解液の比重が1.26になるま

で補充電する。

証､iJL
パッテリエキゾーストパイプの通しかた

(折れ曲がったりしていないか注意）

●重要締付箇所のチェック

安全｣1，壷要な箇所は

再チェックし

車しましょう

〔亟要締付箇所一覧：146ページ参照〕

●油脂類のチェック

ガソリン、エンジンオイル、トランス

ミッションオイル、その他

油脂類について、適正か否

かのチェックを

してください。

〔スズキ純正油脂類を使用してください｡〕

●タイヤ空気圧のチェック

空気は自然に減

納了|〔前には必ず

しましょう 。

ＸＯ

●灯火類、その他の機能確認

納車直後のつまらないトラブルをさけ

るため、一通りの

機能確認をしてか

ら納nliしましょう ｡



納車に当ってお願い

お客様には、初心者からベテランまで、いろいろな人があります。また、ベテランの人でも、

スズキのクルマははじめて使うというお客様もありますので、新車を納めるにあたっては、

その取り扱いなど、親切に指導をしてください。

★クルマの正しい取扱いについての説明

「取扱い説明書」に基づいて、正しい取り扱い方法を実車で確認しながら説明してください。

また、説明した事柄を実際にお客様にやってみてもらって確認をしてください。

●取り扱い上のポイント……これだけは必ず説明をしてお客様の理解を得てください。

・始動要領

エンジンが冷えているとき、あたたまっているとき、どちらともいえないときなど、

そのときの状況によって始動要領が異なりますので、それぞれの場合ごとの取り扱い

要領を説明してください。 …

･ガソリンの補給について

フューエルタンクキャップにはタンク内の呼吸作用を吸収するために、小穴が設けて
ありますのでガソリン補給時に、ロも

“とまで－杯に入れますと、振動やタン

ク内の温度上昇などにより、注入ロ附

近にガソリンがニジミ出ることがあり

ます。

ガソリンの注入は、全体容量の80％程

度（口もとより２cm位下）にとどめる

よう、お客様を指導してください。

ガソリン補給時は－杯に

しないよう注意してください。

44虜
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運行前点検とその実施に対する指導

クルマの使用者による｢連行前点検｣の実施が定められていることは既にご承知のところです

が実態としては、必ずしも励行されているとは言えません。

下の表は運行前点検で、お客様が実施する項目ですから、参考にしていただき、お客様の指

導にあたってください。

趣

趣

46虜

￣
点検箇所

￣
点検内容

￣￣
作業要領

１．ブレーキ １．ブレーキ・ペダルの踏みし

ろが適当で、ブレーキのきき

が十分である二と。

(1)ペダル又はレバーを軽く操作して、ブレーキがきき始

めるところまでの移邸11歳により遊びを点検する。

(2)ペダルの下に床板を有するものにあっては、ペダルを

－杯に踏み込んで床板とのすきHMを点検する。

(3)低速走行によるプレーキテスト等を行い､フロント・ブレ

－キ及びリヤー･ブレーキのききｶｾﾞ十分であるかを点検する。

２．ブレーキオイル １．規定獄保たれていること。 (1)リザーバタンク内のオイルが規定趾あるか点検する。

３．タイヤ １．タイヤの空気圧が適当であ

ること ｡

２．岻裂及び'11傷がないこと。

３．異常な摩耗がないこと。

４．溌の深さが１．分であること。

５．金属片、石その他の異物が

ないこと。

(1)点検ハンマ又は視認等によりタイヤの空気[Fが不足し

ていないかを点検する。

(1)タイヤのトレッド及びサイド・ウォールに著しい岻裂

及び'１１傷がないかを点検する。

(1)タイヤのトレッドが異常に摩耗していないかを点検する。

(1)タイヤの全幅について、全周にわたI)溝の深さが十分

であるかを点検する。

(1)タイヤに金属片、石その他の異物がかみ込んだり、さ

さったI）していないかを点検する。

４．原動機 １．オイルのfTtが適当であるこ

と ｡

(1)オイル・レベル・ゲージ等によりオイルのＩitが適当で

あるかを点検する。(エンジンオイル）

５．燃料装置 １．燃料のffが十分であること。 (1)燃料の舐が目的地まで走行するのに十分であるかを

検する。

６．冷却装置 1．水i鮒れがないこと。

２．冷却水filtが規定fit保たれて

いること ｡

(1)ラジエータホース、ラジエータから冷却水が漏れてい

ないか点検する。

(1)冷却水リザーパタンク内の冷却水が規定量あるか点検

する 。

７．灯火装置 １．点滅具合がｲs典でなく、か

つ、汚れ及びlll傷がないこと。

(1)前照灯、尾灯、悉号灯、制耐力灯及びその他の灯火装髄

の点滅具合が不良でないかを点検する。ただし、迎酌jIし

て点滅する構造のものにあっては連動している状態でも

点検する。

(2)灯器(レンズも含む)に汚れ及び捌傷がないか、確笈に

取り付けられているか弊を点検する。

８．後写鏡 １．噸影が不良でないこと。 (1)迎転肴席から後写鏡を見て、後方の写影を確遡できる

かを点検する。

９．反射器及びF1勅車懇

録番号標又は車両番号

標

１．汚れ及びＩⅡiiiがないこと。 (1)反射器に汚れ及び扱傷がないかを点検する。

(2)JIi向番号標に汚れ及び扱傷がないか、確実に取り付け

られているか弊を点検する。なお、明瞭に文字が衣示さ

れているかも点検する。

10．前日の巡行において

異常が墨ぬられた箇所

1．当繊箇所に異常がないこと。 (1)Iiijuの巡行中に異常をiigめた箇所について、完全に修

理されているか、巡行に支障がないかを点検する。



点検整備方式

1）「●｣印は法規で義務付けられた点検時期を示し、「○｣印はその外メーカーで推奨するこ
とを示す。

2）「☆｣印は保安部品の定期交換を示す。

その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。従って著しく走行条

件の異なるものはそれに準拠して交換する。

(迩督'

(麺ッ

園4７

点検整備項目

点検整備時期

皿
行
前

か

月

目

自家用

６
か
月
毎

脳
か
月
毎

判定基準 備考

力
じ
取
り
菱
種

ハ
ン
ｋ
０
ル

か１１（
じ

取
り拾

か
じ
取
り
フ
ォ
ー
ク

遊び、緩み及びかた

操作具合

左右の１，１転'11度

１１１傷

フォーク、スピンドルの取付状態

フォーク、スピンドルの軸受部のが
た

○

●

●

●

●

●

●

●

●

ステアリングステ

ムを示す

ステアリングステ

ムを示す

勅
装
綴

ｌ鵬

ブ
レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル

パ
イ
プ

ホ
ー
ス
及
び

Ｏ
々
グ
ン
ケ
〆

リ
ザ
ー
バ

リ
ン
ダ
姓
ぴ
デ
ィ
ス
ク
キ
ャ
リ
パ

マ
ス
タ
・
シ
リ
ン
ダ
・
ホ
イ
ー
ル
シ

及
び
パ
７
ト

プ
レ
ー
キ
・
デ
ィ
ス
ク

遊び及び踏込んだときの床板とのす

きＭ１

踏みしろ及びきき』4行

ブレーキのきき１４合

iIfML、ｌ川場股ぴ取付状態

プレーキホースの交換

アンチノーズダイブホースの交換

液壯

ブレーキ液の交換

機能・摩耗及び捌偶

マスタシリンダカップの交換

キャリパ・ピストンシールの交換

アンチノーズダイプビストンシール

の交換

ディスクとパッドのすき1１１１

パッドの摩耗

ディスクの際托ＪＩＡぴｲ111慨

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

遊び

フロントブレーキ（レバー式）５～10ｍｍ

リヤープレーキ(ペダル式）５－１０mm

☆４年好

☆４年毎

液[ⅢルベルＬＯＷＥＲ以_上あること

☆１年膨

☆２年毎

☆２年毎

☆２年毎

Iili袷・標i1l1I1j〔さ：4.5,ｍｍ

他'116M度：4.0ｍｍ

後輪・標準IFJざ：６懲0,ｍｍ

使１１]限度：5.3mｍ

｢インジケータ式」
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点検整備項目

点検塾。ｂ時期

皿
行
前

１
か
月
目

自家用

６
か
月
毎

１２

か

月
毎

判定基準 備考

走
行
装
置

ホ
イ
ル

タイヤの空女(圧

タイヤの地裂肚びIMI陽

タイヤの溝の深さ及び異常な摩耗

タイヤの金属片、石その他の異物

ホイール．＋ツト此ぴホイール・ポ

ルトの緩み

リム、サイドリング及びホイールデ

イスクの捌傷

フロントホイールベアリングのが

た

リヤーホイールベアリングのがた

●

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

タイヤサイズ

空凱圧ｋg/､？

’２名采１１〔’－－舷’２．００１２．５０１

前袷 100/90-1654Ｈ

後給 110/90-1861Ｈ

iilj拾 後拾

１潴采pli
-．股

iWi連

2.00

2．００

2．２５

２．２５

残禰iij拾：0.8ｍｍまで

後袷：0.8ｍｍまで

フロントアクスルナットの

締付トルク：3.6-5.2kg｡ｍ

フロントアクスルホルダの

締付トルク：１．５～2.5kg．ｍ
リヤーアクスルナットの

締付トルク：5.0～8.0k9.ｍ

ホイールリムの振れ、リム端で

フロントホイールリムの

横振れ：３.on,回以ｒ

継搬れ：3.01,,以-1㎡

リヤーホイールリムの

横振れ：３．Oﾛ,口以ｌｆ

樅振れ：3.0mＤｕ－ＩＴ

アクスルナット、

アクスルホルダを

示す

緩
衝
装
置

シ・

ヤノ〈

シネ

コ
ン
ア
ー
ム

サ
ス
ペ
ン
シ

プ
ゾ
ー
バ
ー

シ
コ
ッ
ク
ア

捌傷

連結部のがた及びアームの｝11傷

油漏れ股ぴ棚ｌｉｉ

取付部のがた

●

●

●

●

クッションスプリ

ングを示す

動
力
伝
達
装
展

ク
ラ
ッ
チ

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン

１
ｒ
ラ
ン
ス

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト

チ
ェ
ー
ン
及
び

クラッチの作用

レバーの遊び

油iMれ及び油趾

操作機IIiのがた

チェーンの緩み

スプロケットの取付状態及び摩耗

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

レバー式

レバー先端で10～15mｍ

油litのぞき窓式

Ｆ～ＬＩ川にあること

◇サイドスタンド便Ⅱ1時

鹸大uiIH:20~30画Iiiiliスブロケツトの中央で
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点検整備項目

点検整備時期

皿
行
前

か

月

目

自家用

６
か
月
毎

烟
か
月
毎

判定基準 備考

位
菰
装
概

火
装
慨

バ
ツ
一
丁
Ⅱ
〃

屯
飢
紀
線

点火プラグの状態

点火時Ｉ9１

断続器の状態

進jrl装溌(遅町機構を含む)の機能

液１８ｔ

液の1上iIi

ターミナル部の接続状態

搬統部の緩み及び１m傷

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

プラグギャヅプ：0.6mｍ

液､iレベル

ＭＡＸ－ＭＩＮ１ｌＩＩにあること

i呂度20℃のとき

1上ili：1.22～1.26

無調盛式

無接点式

無調整式

騏
釛
機

本
体

澗
滑
装
潰

燃
料
装
祇

冷
叩
装
樋

かかり」し合肚ぴ兜Hｆ

低速及び加辿の状態

排ih(の状態

エアークリーナエレメントの状態

弁すき１１１１

iⅡｌｉＩＩＭＬ

iIIIの汚れ及び股

オイルのlot

オイル・クリーナの`lｈまり

エンジンオイルの交換

オイルクリーナエレメント

クランクケースオイルホースの交換

燃料

燃料iMれ

キャブレータのリンク機構の状態

スロットルバルブ及びチヲークパル

ブの状態

蟻科フィルタの錨まり

燃料ﾎｰｽの交換

水ｉ輔れ

水Ｉ

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

アイドリングIm1転数：1,300r・p．ｍ．

◇術l１Ｉｌ

吸凱0.13~0.18mm

排2（0.13～0.18m田

油liltのぞき窓式

Ｆ～Ｌ１Ｉｌ１にあること

3,000km鉦

6,000km〃

２年好

☆4年好

リザーパタンク

ＵＰＰＥＲ～ＬＯＷＥＲｌｌＩｌにあること
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点検整備項目

点検整備時期

皿
行
前

か

月

目

自家用

６
か
月
毎

烟
か
月
毎

判定基準 備考

原
動
機

冷
却
装
置

ラジエータキャップの機能

冷却水の交換

ホースの交換

● lWIか11ﾖ：0.95-1.25kＵ２/mｆ

☆2年ilj

☆２年征

指
示
器

及
び
方
向

灯
火
装
覆

（ ｊＩｌ

点滅!L合・汚れ及びM1傷 ●

● ●

施
錠
装
置

及
び
瞥
庁
盤 作１１１ ●

ぴ
反
射
鏡

後
写
鏡
及 ４７影の状態 ●

両
番
号
標

登
録
瀞
号
標
又
は
平

反
射
器
及
び
回
勅
巾

i1j札及びlili陽 ●

什
器

作ＩⅡ ●

ぴ
マ
フ
ラ

ト
パ
イ
ブ
及

エ
キ
ゾ
ー
ス

取')付けの緩み及び'11傷

マフラの機能

●

●

jliぴ
枠J１（
及体

綾み及びⅡⅡ鰯 ○ ●

ら
れ
た
箇
所

い
て
異
赫
が
遇
め

前
日
の
連
行
に
於

当Ｉ漬箇所に蝿粥がないrIiを舵iiU ●
そ
の
他 シャシ各部の総i[h脂状態 ● ●



タペットクリアランスの調

★冷却水ドレンボルトを外し､冷却水を抜く。

★フューエルタンクを外す。

★フェアリングエンジンカパーを外す。

★ラジエータインレットホースを外す。

静
《軸塑，

★フューエルタンク下の電気配線ブラケット

を外す。

★ラジエータクーリングファンを外す。

ヨ

(…，

★シリンダヘッドカバー締付ボルトを緩める。

仮締め１

本締めＩ

締付前に少量の油

(4サイクルエンジン

を塗布する

ガスケットカムシャフトホルダ

園5１



★クランクシャフトを回してタペットクリア

ランスを測ろうとする気筒のピストンが圧

縮上死点になる位置に止める。

★カムシャフトのカム（リスト部）がIＮＥＸ

とも外側に向いた時が圧縮上死点。

、`鍵jノ

★シックネスゲージを用いてタペットクリア

ランスを測定する。

★標準値を外れていたらタペットアジャスト

ドライバを用いて調整する。

★調整

右へ回す－クリアランスが小さくなる

左へ回す－クリアランスが大きくなる

U照ｻｰﾘ鷺
､趨勢ノタペットアジャストドライバ：Ｏ９９Ｉ７－１４９２０

シックネスゲージ：09900-20806

52園



圧縮圧力の測定

★エンジン各部にオイルが行き渡るようにエ

ンジンを運転する。

★全てのスパークプラグを取り外し、測ろう

とする気筒へコンプレッションゲージを取

り付ける。

★スロットルを全開にしてスタータモータを

回し、ゲージの指示値を読む。

勵タペットクリアランスが正常か確認
してください。

鐘藁1IUD111面lHlillI

コンプレッションアダプタ：O99I5-633IO

&…影

エアークリーナの情

雫qｎＬ

フィルタ

標準オイル塗布品：２０９(約24cc）

(蝋塗， ★エアークリーナを取り外して洗油で洗浄し、スズキエキスタオイル（10Ｗ-30エキスタオ

イル）を塗布する。

アイドリング回転数の調

★スロットルストップスクリュを回して調整

する。

.締め込むと回転数が上がる。

．緩めると回転数が下がる。

圏鯛



キャプレータスロットル開度の同調調

★パキュームテスタを用いて各気筒の吸入負

圧を測定しながらスロットルバルブの開度

を合わせる。

★インレットパイプに設けた負圧取出口のメ

クラ栓を外し、専用のアタッチメントを取

り付ける。

★パキュームテスタのホースをアタッチメン

トへ差し込み、エンジンを始動する。

★キャブレータのスロットルシャフトにある

アジャスタを回して、全ての気筒の吸入負

圧が同じ値になるように調整する。

國中・調整に長時間を要する場合は、エ
ンジン冷却のためファンを用いて

冷却風を送ってください。

．（キュームテスタの電源には12Ｖ

バッテリを用いてください。

・調整後、アジャスタのロックナッ

トを確実に締め付けてください。

バキユームテスタ：O99I3-I4420

スロツトバルブアジヤストレンチ：O9913-I49Il 域

…バキユームホースアタッチメント：O99I5-945II

キヤプレータ油面の点検

★キャブレータフロートチャンバの下部へフ

ューエルレベルゲージを取り付けてガソリ

ンを導き出し、エンジンを始動させて油面
を点検する。

國・火気に十分注意すること。
・点検後はフロートチャンパ下部の

ドレンプラグ及びガスケットを確

実に取り付けてください。

フユーエルレベルゲージセット：O99I3-I4540
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エンジンオイル量の点検

★暖機運転後、１０～20秒間位アイドリング逆

転してエンジンを止める。

★約１分後にオイルインスペクション部を見

て油面が適正な範囲内にあるか点検する。

國巾・オイル量の点検は水平な場所にク
ルマを垂直に立てて行ってくださ

い。

・オイルはスズキエクスターオイル

スーパーデラックスを用いてくだ

さい。

エンジンオイルの交換

★暖機運転：オイルを抜き取りやすくする。

★ドレンプラグ

(趣箇，

組付位置一クランクケース中央下側。

締付トルク-200～250kg-cm。

★使用オイルースズキエクスターオイルス

ーパーデラックス。

ＵＩＩＩＩＩ

(趣`｡〃

オイルプレッシャの測定

★暖機運転後エンジンを一旦止める。

暖機運転一常温下で2,000rpmに保ち、約

２０分間運転（油温一約80℃）

★測定位置一オイルフィルタキャップ上部

★計器一オイルプレッシャゲージ

オイルプレッシャゲージ(10k，/cml）：09915-77330

園5５

悪

■
初期1,000km走行時
以後3,000km走行ごと

初期1,000km走行lHｆ

以後6,000km走行ごと

、＝冠■＝冠■交換時 分解時

■
ヨ
面
盟
■■ 2,600cｃ 3,00OCC

約80℃



冷却水の点検

★ライトフレームカパー内側にあるリザーパ

タンクの冷却水インスペクションを見る。

★リザーパタンク内の水面がUPPER～ＬＯＷＥＲ

間にあればよい。

剛･点検は車体を垂直に立てて行なっ
てください。

・オーバーヒートした場合は冷却水

路中にエアーが混入する場合があ

るので「冷却水交換」の項を参照

してエアー抜きをしてください。

侭選Biノ

冷却水の交換

★ラジエータキャップを外し、ドレンプラグ

を緩めて冷却水を抜く。

★ラジエータキャップ部より冷却水を注入す

る。

★ラジエータアウトレットパイプ部のプラグ

及びウォータポンプのプラグからエアー抜

きを行なう。

★ラジエータキャップ一杯まで冷却水を注入

する。

剛.冷却水の注入は、少しづつゆっく
りと行なってください。

★エンジンを始動させ、2,000～4,000rpmの

間で空吹かしを行ない冷却水量の有無を確

認する。減少する場合は冷却水を補給する。

★リザーパタンク（Ｕ）レベルまで冷却水を

注入する。

・エンジン側注水量-2.00

・リザーパタンクＵラインまで-0.250

勵・冷却水の交換は必ず冷間時に行な
ってください。

・冷却水は良質の水と不凍液とを１

：１の割合いで混ぜ合わせたもの

を使ってください。

・冷却水を捨てるときは200倍以上

に薄めてください。

・冷却水が車体へ掛かったときは洗

畷

電懲

車してください。

56霞



クラッチプッシュロッドの遊びの調整

★クラッチケーブルアジャスタを緩め、レバ

ーの遊びを大きくする。

★しリーズスクリュのロックナットを緩め、

レリーズスクリ１を軽く締め込んでゆく。

★しリーズスクリュがプッシュロッドに当っ

た位置から1/4回転もどす。

★しリーズスクリュが回らないようにドライ

バで固定してロックナットを確実に締め付

ける。

★クラッチケーブルアジャスタ内のグリスが

少なくなってきたらグリスニップル部より

グリスを給油する。

〃

屯埒【．・曲､、

(麺ッ

クラッチレバーの遊びの調

★レバーが軽く動く範囲(遊び)をレバーの先

端で点検する。

★エンジン側のクラッチケーブル取付部とク

ラッチレパー根本部のケーブルアジャスタ

で遊びを適正な範囲内に調整する。

★ケーブルに損傷や錆の発生がないかも点検

する。

ti錘'

チェンジペダル取付高さの点検

★ペダル上端までの取り付け高さを点検する。

園5７
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銀

趣
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充電電圧の点検

★バッテリの①、ｅの両端子へテスタのリー

ド線を接続する。

テスタ：直流電圧計またはポケットテス

タのＤＣ｡Ｖレンジを用いる。

★ヘッドランプ点灯時及び消灯時の充電電圧

を所定のエンジン回転数で測定する。

勵テスタの①､ｅの方向を間違わない
ように注意してください。

偲幽ッ

スパークプラグの点検

★電極・絶縁碍子などの汚れ、破損、変形な

どを目視で点検し、汚れている場合は、プ

ラグクリーナや、ワイヤブラシで清掃する。

また、汚れがひどいなど、完全な修復がで

きないときは交換する。

★中心電極と接地電極のすき間をプラグギヤ

ップゲージで測定し、正しいすき間に調整

する。

くすぶり気味 焼けすぎ適正

(瓜っぽい） (白色）(茶褐色）

(趨鑿'

プラグギャップゲージ

闇5９

日本電装

Ｕ２４ＦＳ－Ｕ

Ｕ２２ＦＳ－Ｕ



イグナイタユニットの点検

★シリンダヘッドからスパークプラグを全部

取り外し、それぞれのスパークプラグキャ

ップへ取り付け、アースがとれるようにシ

リンダヘッドの上に置く。

★シグナルジェネレータからのリード線カプ

ラをイグナイタユニットから抜き取る。

★イグニッションスイッチを０Ｎ及びエンジ

ンストップスイッチをＲＵＮにする。

★ポケットテスタをｘ１Ｑのレンジにしてイ

グナイタユニット側へ接続したり離したり

してスパークプラグに火花が出るか確認す

る。

園O火花は接続した瞬間に１度のみスパ
ークしますので注意してください。

銀

……鐸Ｗ

…

60鴎
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ヘッドランプの照射位置調整

★上下調整

●ヘッドランプ裏側下部の調整ノブを回し

て照射位置を調整する。

（この調整は左右独立式です）

右に回す－照射位置が下側に移動

照射位置が上側に移動左に回す

(避塑

★左右調整

●ヘッドランプ前側の調整スクリュを回し

て照射位置を調整する。

（この調整は左右独立式です）

照射位置が内側に移動

照射位置が外側に移動

右に回す

左に回す

(電愛

0ｍ
咳

(一壱

照貞付囲
百-三二二

光下向にす る

Ｉ照点位沮

園6１



リヤープレーキランプの点灯時期の調整

★ブレーキランプスイッチ本体を固定してア

ジャストナットを回し、本体を上下に移動

させて、点灯時期を調整する。

★リヤーブレーキが効きはじめる直前に点灯

Dmw

するように調整する。

…

“

６２虜



フロントブレーキの点検

★レバー先端の遊びを点検する。

Ｐ５=写字
■==日田

★リザーバタンク内のブレーキフルードの液

面が限度線以上あるか点検する。

★ブレーキフルードがホースや接続部分から

漏れていないか点検する。

★ブレーキレパーやホルダに亀裂や損傷がな

いか点検する。

…

(…

ブレーキパッドの点検

★キャリパプロテクタを外して、摩耗限度線

まで摩耗していないか点検する。

園6３



リヤープレーキの点検

★ペダル先端の遊びを点検する。

伽ｐＩ

N響jj〉

★リザーバタンク内のブレーキフルードの液

面が限度線以上あるか点検する。

★ブレーキフルードがホースや接続部分から

漏れていないか点検する。

★ブレーキレパーやホルダーに亀裂や損傷が

ないか点検する。

苗iUiiiir室自国

ｸﾞｰlIqi！

“

ブレーキパッドの点検

★摩耗限度線まで摩耗していないか点検する。

ｉｉｉ

貯ノ｝

64園
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ステアリングヘッドの点検

★ガタがないか、締めすぎてないかの点検を

する。

・フロントフォーク先端を持って前後に振

りガタの有無を点検する。

・前輪を浮かせてハンドルを左右に切り、

円滑に動くか点検する。

★ハンドルが重かったり、ガタがあるときは

ステアリングステムナットで調整する。

・ステアリングステムヘッドの締付ボルト

を緩める。

★ステアリングステムナット

右へ回す……ハンドルが重くなる。

左へ回す……ハンドルが軽くなる。

・調整後、各部を確実に組み立てる。

國ウナットの調整作業をしてもハンドル
がスムースにならないときは、テー

パローラベアリングに傷があるか、

グリースがきれていると思われるの

で分解点検してください。

|…

＝〕灘部混級&

(輕沙

タイヤの点検

★亀裂、損傷、局部的な異常摩耗、残り灘の

深さを点検する。

★タイヤ摩耗限度は、安全上（）内の数値で

の交換をすすめてください。

★タイヤの空気圧についても点検する。

園6５

摩耗限度

タイヤ摩耗限度前後と60.8mm(1.6mｉｎ）

￣

前輪

１名乗車
－グニーー、。■－

一般
ユＴ－Ｕ′U～-~，＝

高速

2．００ 2．２５

2.00 2．２５

2．２５

2．２５

２名乗LlL 一般 2.00 2．５０



ホイールの点検

★ホイールをゆっくり回し、振れを測定する。

★振れの点検の他、ホイールベアリングにガ

タがをいかの点検もする。
ら

ルゲージ

スタンド

銀

ドライブチェーンの緩みの点検

★空車状態でエンジンスプロケットとリヤー

スプロケットの中間を上下に振って点検す

る。

★リヤーアクスルシャフトの締め付け部を緩

めチェーンアジャスタを回して適正な緩み

に調整する。

函O・左右のチェーンアジャスタの目盛
りを同位置にしてください。

・ドライブチェーンにホコリや泥な

どが付着しているときは汚れを取

り除いてください。

・500km走行を目安に点検してくだ

さい。

★ドライブチェーンの点検と同時にドライブ

チェーンにグリスが十分塗布してあるか点

検する。

國ウドライブチェーンはグリス封入式チ
ェーン（シールチェーン）を用いて

いるので、ゴムを溶かす性質のオイ

ルやグリースを用いないでください。

､ホコリや泥等をキレイに落とす。

･高速道路走行前、500km走行毎に点検する。

中央部で測る。

‘
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リヤーショックアプソーバスプリングの調整-－－－－－

★スプリングアジャスタの側面の目盛を見な

がらアジャスタを回してスプリング初圧を

調整します。

アジャスタは

・右に回す……ばね初圧が高くなる

・左に回す……ばね初圧が低くなる

116Nし

(蝿.，

ｕ￣９弓９９９９９９⑤。

．’
<＝<＝ｺﾞノ

(麺`ッ

クッションレバーのグリスアップリヤークッションレバーのグリスアッ

★リヤーサスペンションには２個所にグリス

ニップルが設けてあるので、グリスが少な

くなってきたらグリスポンプによりグリス

を給油する。

●クッションレバー部

●クッションロッド部

▲摩Ｚ

園6７
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Ｐ6９－Ｐ143

《趣ッ

園6９
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＄傘◆◆＄＄◆むち全＄＊傘ＳＵＺｕＫＵ＄ちぢエンジン

エンジンの脱着

フレームカバーを外す バッテリケース締付ボルトを外す

エンジンカバーを外す エアークリーナ締付ボルトを外す

シートを外す ラジエータクーリングファンを外す

フューエルタンクを外す

(フューエルコックも共に外す）
イグニッションコイル締付スクリュ

を外す

“

チェンジペダルを外す エンジンからの配線関係を外す

・スタータモータリード線

・ジェネレータリード線

・ギャーポジションリード線

・エンジンアースリード線

・オイルレベルスイッチリード線

フロントスプロケットカバーを外す

フロントスプロケットを外す

マウンティングボルトを外すラジエータパイプを外す

キャブレータを外す

・スロットルワイヤを外す

・スタータワイヤを外す

ラジエータホースを外す

‘

ラジエータを外す

フレームダウンチューブライトを外

すマフラを外す

ジャッキを用いてゆっくりとエンジ

ンを下す

國 ･冷却水を抜いてください。

･エンジンオイルを抜いてください。

･フューエルホースを外すとき、フューエルコックがＯＦＦになっていることを確
認してください。

70園



ワ■

蹄HL．Ｅ：

★フューエルタンク締付ボルト及びフューエ

ルコック締付スクリュを外す。

★フューエルコックのレバー位置がＯＦＦに

なっていることを確認してキャブレータ側

のホースを外す。

★フューエルタンクとフューエルコックを共

に外す。

iiiiiiiiii塗i:N鐘⑳ガソリンが漏れる場合があるので火気
には十分注意してください。

(《趣ッ

★ラジエータのダンパをねじらないようスパ

ナ等で回り止めをしてナットを緩める。

(鑓劉,，

★エンジン竜装部品の配線を外す。

＿ユートラ
ー

スタータモ

オィルレペ
スイッチ

園７１



エンジン ＄ｓ◆ちぢ全＊＄＄ｓ＊＄傘ＳＵＺｕＫＵ念引

★マウンテイングボルトを外す。

Ｉ１ｌｉ

“

★キャブレータからスロットルワイヤ及びス

タータワイヤを外す。

組立時の注意

・キャブレータをエアークリーナ側に差し

込むときにはエアークリーナアウトレッ

トホース内のストッパリングが脱落しな

いよう注意する。

★フレームライトダウンチューブを外す。

Ｎｌｌｉｌ
‘

★ダウンチューブを取り外す。

★大きめのジャッキを用いてエンジンを下す。

剛フレームはアルミ合金製のため傷がつ

きやすいのでエンジンと接触する所を

ゴムバンド等で保護してください。

、
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ワコ

翻し，四目

エンジンの分解

□－は部組されている部品

⑪－は特殊工兵を使用

寺=二子－｢-----------､
ウォータポンプを外

す

シグナルジェネレー

タカバーを外す

クラッチカパーを外

す

ＰＣ￣ｃ

ｌ

ｌ
Ｉ

シグナルロータを外

す

クラッチプッシュロ
ッドオイルシールリ
テーナを外す

クラッチプレッシャ

ディスクを外す

①
⑪

シグナルジェネレー

タを外す

クラッチプレートを

外す

⑯
オイルパンを外すオイルパイプを外す

《轌劉j， ニュートラルスイッ

チを外す

クラッチスリープハ

プを外す

オイルストレーナを

外す

カムチェーンテンシ

ョナアジャスタを外
す

⑪
⑪

－
１
１
Ⅱ
１
１

クラッチハウジング

を外す

オイルストレーナホ

ルダを外す

スタータモータカパ

ーを外す

シリンダヘッドカパ

ーを外す

の－－－－－－－－－Ｊ

スタータモータを外

す

カムシャフトホルダ
とカムシャフトを外
す

オイルポンプドリプ

ンギヤーを外す

オイルエレメントキ

ャップを外す

⑪
⑮
１
１

にし’
オイルエレメントを

外す

ジェネレータカバー

を外す

シリンダヘッドを外

す

ツドを外
オイルポンプを外す

クランクケースを分

割する

一スを分クランク

割する

ローダ、スタータク

ラッチを外す

サーモスタットを外

す

ツトを外サーモス

す
②
⑰ ⑯ギヤーシフトカムガ

イド、カウンタシャ

フトベアリングリテ

ーナを外す

(ii違辨

ご

Ｉ・■ＵＩⅡＰ■ＯｌＢ０ｌＢＢ０５ⅡＦ▲０５・■■｜日日▲■■■■｜■Ｐ■Ｂ０ｌⅡ■｜日日＆■５二■■二■■■■■Ⅱ■０Ⅱ■■■Ｐ．■■■■Ｂ｜■■｜■■｜■Ｕ０■０５０勺ニロヮ▲■巳一●□■■■●■Ｂ●曰■二■■』■リム■■Ｑ■ＧＢ・■Ｂ■Ｂ・■Ｂ■■（■』

バルブロ、

シャフトリ

バルブロッヵァーム

シャフトを外す

カアーム

外す
コンロッドを外す⑭

クランクシャフトを

外す

ギヤーシフトシャフ

トを外す

パルプスプリング及

びバルブを外す

リング及

外す

パルプス

ぴバルブ

馴
劒
「
Ｌ
⑩
⑪
⑪
⑪

１
１ カウンタシャフト、

ドライブシャフトを
外す

⑯シリンダを外す

ギヤーシフトフォー
クシャフトギヤーシ
フトフォークを外す

ピストンを外す

一
一

一
『

０
１
０
Ｆ
１
０
０
コ

■

ギヤーシフトカムを

外す
⑮

亀 7３
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③シグナルロータの取外し

★スパナで回り止めをして、シグナルロー

タボルトを緩める。

ヘキサゴンピツトレンチセット：09900-00410
“

②ジエネレータローダの取外し

★ロータホルダでローダの回り止めをして、

締付ボルトを緩める。

､dii;ｶﾞノロータホルダ：09930-44911

★ロータリムーパを用いてローダを取外す。
・使用アタッチメント

アタッチメントＥ

品番：09930-30180

３０mm内ネジ

國ウロータの裏面にはスタータクラッチ
が取り付けてありますので、強く抜

くとそのインナーパーツが脱落する

場合があるので注意してください。

ロータリムーバセット：09930-30133

74園
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③ウォータポンプの取外し

★クランクケースに締め付けてあるウォータ

ポンプ締め付けボルト３本を外す。

★ウォータポンプをクランクケースから引き

出す。

剛オイルポンプシャットピースを落さ
ないよう十分注意してください。

&趣衝，

④カムチェンテンショナアジャスタの取外し－

★シリンダに取り付けてあるカムチェンテン

ショナアジャスタ締め付ボルト２本を外す。

<趣塑

⑨カムシャフトの取り外し

★カムシャフトホルダを外し、カムシャフト

を取り外す。

剛カムシャフトホルダを緩めるときは
カムシャフトがバルブスプリングで

押し上げられているので、ホルダは

少しずつ均等に緩める。

園7５
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⑥シリンダヘッドの取外し

★エンジンオイルパイプを取り外す。

★シリンダヘッドナットは、外側から内側へ

対角線上に緩める。

剛･全てのボルトは少しずつ均等に緩
めてください。

趣

⑦サーモスタットの取外し

★サーモスタットホルダ締付ボルト２本を緩

める。

★サーモスタットを取り外す。

★ウォータテンパラチュアゲージを取り外す。
★サーモゲージを外す。

‘

⑧バルブロッカーアームシャフトの取外し－

★シリンダヘッド側面のプラグ＆ロッカアー

ムシャフトを緩めて引き出す。

★ロッカアーム及びスプリングを取り外す。

､）
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⑨インレット・エキゾーストパルプの取外し

★パルブスフ゜リングコンフ゜レッサーでバルブ

スプリングを縮める。

・使用アタッチメント

アタッチメント

品番：O9916-14910

d24mm

剛スプリングコンプレッサ先端のアタ
ッチメントがスプリングリテーナに

確実にあたっているか確認してくだ

さい。また、反対側のロッドがバル

ブの中央にあたっているかも確認し

てください。バルブ；

★ピンセットでコッタピンを抜き取り、パル

プ、バルブスプリングを取り出す。

スプリング
レッサー

バルブスプリングコンプレッサ ：０９９１６－１４５１０

<趣i鐸

勵取り出したバルブ､バルブスプリン
グ、バルブリテーナは気筒ごとにま

とめておいてください。

(iiiッ
ピンセット：O99I6-845IO

⑱シリンダの取外し

★クランクケースよりシリンダを引き抜く。

★取り外しが硬い場合は特殊工具のシリンダ

ディスアッセンブリングツールを用いて取

り外す。

園ウツールはリブのある頑丈な所で使用
しシリンダにプラスチックハンマー

などでショックを与えながら締め込

んでください。

0４

11／:ﾉ

シリンダディスアッセンブリングツール：O99I2-345IO

虜7７



⑬ピストンの取外し

★サークリップを外す。

★ピストンピンの取り外しは特殊工具のピス

トンピンプーラを用いて取り外す。

國中ピストンを取り外した時はピストン
に気筒番号を記入しておいてくださ

い。

「､、

（｛

ピストンピンプーラ：09910-34510
､超Biiヅ

⑫クラッチスリープハプの取外し

★クラッチプレッシャプレート締付ボルトを

外す。

★ドライブ・ドリブンプレートを外す。

★クラッチスリーブハブが回らないように特

殊工具のクラッチスリーブハブホルダを用

いてハブナットを外す。

★クラッチスリーブハブ、クラッチハウジン

グを外す.

★スペーサの取り外しはスペーサにビスをネ

ジ込み外側に引き出す。

NGi3ji）クラッチスリーブハブホルダ：09920-53710

⑮オイルポンプドリブンギヤーの取外し

★スナップリングプライヤーでサークリップ

を取り外すと、オイルポンプドリブンギヤ

ーが外れる。

剛オイルポンプとドリブンギヤーとの
間には位置決めのピンが挿入してあ

るので取り扱いには注意してくださ

い｡
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⑭ギヤーシフトシャフト・オイルポンプの取外し－

★カムストッパNoL1スプリングを外し、カム

ストッパ締め付けボルトを取り外す。

★ギヤーシフトシャフトを抜き取る。

★カムガイドを外す。

…

★オイルポンプ締付ボルト３本を外す。

★クランクケースの左側（ウォータポンプ取

付個所）からオイルポンプを押し出す。

(鑓;ッ

⑮オイルパンの取外し

★オイルパンに取り付けてあるオイルレベル

スイッチを取り外す。

★オイルパン締付ボルトを対角線に均等に緩

める。

★ロアークランクケース下側のオイルレギュ

レータ及びオイルストレーナ・ホルダを取

り外す。

闇7９



田睡：間

⑯クランクケースの分割

★アッパークランクケース締付ボルトを外す。

⑳ボルトは小さいものから緩め、同じ
大きさのものは外側から順次対角線

に添って緩めてください。

i:繭i1111ii露ii麓ifb

…

★ロアークランクケース締付ボルトを外す。

翻り･クランクケース締付ボルトはネジ

径の小さいものから先に緩め、同

じ大きさのものは外側から順次対

角線に添って緩めてください。

‘

★エンジン後部と前部にある分割用の穴へ８

ｍｍのナット及びボルトを用いてクランクケ

ースを分割する。

團巾クランクケースは前後を均等に分割
してください。
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⑰コンロッドの取外し

★コンロッドキャップのナット２個を均等に

緩めて取り外す。

★プラスチックハンマを用いてボルトに少し

ずつショックを与えながら分解する。

國コンロッド本体をたたいたり、こじ
たりしないでください。

(麺ッ

⑯カウンタシャフト・ドライプシャフ

★各シャフトのベアリング部に位置決め用の

Ｃリング及びノックピンが入っているので

紛失しないようにする。

★各シャフトにはギヤーを止めるサークリッ

プが入っているので紛失しないようにする。

トの取外し－

(i趨徴'

⑬ギヤーシフトカムの取外し

★ギヤーシフトフォークシャフトストッパス

クリュを外して、シャフトを抜き取る。

★ギヤーシフトカムストッパボルトを外して、

カムシャフトを抜き取る。

園8１
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エンジンの細寺
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‐
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‐
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‐
‐
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１

⑪ ギヤーシフトシャフ

トを取り付ける

ピストンを

取り付ける

ローダ、スタータク

ラッチを組み立てる
コンロッドを

組み立てる

クランクシャフトを

取り付ける

シリンダを

取り付ける

ジェネレータローダ

を取り付ける
② ギヤーシフトカムガ

イド．カウンタシャ

フトペアリングリテ

ーナを取り付ける

⑲

スタータモータを

取り付ける

ギヤシフトカムシャ

フトを取り付ける

⑩
⑰

－
０
０
０
０
０
Ｉ

バルブスプリング

パルプを取り付ける

パルブス

パルプを

リング

リ付ける
③

ギヤーシフトカムストッパ

スプリングを取り付ける

パルブロ・

シャフトを

パルブロッカアーム

シャフトを取り付ける

カアーム

⑩付ける

カムチェンテンショナクッショ

ン･ｵｲﾙｼﾞｪｿﾄも取り付ける

スタータモータカパ

ーを取り付ける
③④

“

クラッチプッシュロッドオイ

ルシールリテーナを取付(焔

カウンタシャフトドライ

プシャフトを取り付ける

オイルポンプを

取り付ける

シリンダヘッドを

取り付ける

ツドを

り付ける

シリンダ
|⑯⑨

クランクケースを

組み立てる

－スを カムシャフトホルダ、カ

ムシャフトを取り付ける

クランク ギヤーポジションス

イッチを取り付ける
オイルポンプドリブン

ギヤーを取り付ける

Ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
－
ｒ－
⑦

⑥
ｒ
‐
Ｉ
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｌ

②⑫
み立てる

オイルフィルタを

取り付ける

ルタを

I)付ける

ウォータポンプを

取り付ける

カムチェーンテンショナ

アジャスタを取り付ける

クラッチハウジング

を取り付ける
②

オイルフィルタキャ

ップを取り付ける

ルタキャ

付ける

クラッチスリーブハ

プを取り付ける

⑯
⑯ シグナルジェネレー

タを取り付ける

シリンダヘッドカバ

ーを取り付ける
③

‘オイルストレーナホ

ルダを取り付ける

レーナホ

リ付ける

クラッチプレートを

取り付ける
シグナルロータを

取り付ける
オィルパイプを

取り付ける

オイルレギュレータ

を取り付ける

クラッチプレッシャ

ディスクを取り付ける

ユレータ

る
シグナルジェネレータ

カバーを取り付ける
⑥ 日

オイルパンを

取り付ける

を クラッチカパーを

取り付ける
⑨

□－は部組される部品

⑬－は特殊工具を使剛
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蹄L：崖

①コンロッドの組立て

★ベアリング（メタル）は爪を先に爪溝に入

れ、コンロッド及びキャップに密着させる。

★一対のコンロッドとキャップには必ず同色

のベアリング（メタル）を使用する。

剛ベアリングを交換する場合はコンロ
ッド及びクランクの組み合わせ記号

によりベアリングを選択してくださ

い。（P109を参照）

露；爪を合わす

…

★コンロッドとキャップは分解時と同じ組み

合わせにして、組み合わせ記号をインレッ

ト側に向ける。

★ベアリング内面、クランクピン表面にスズ

キモリペーストを塗布する。

鬮ｳｺﾞﾐや異物が入らないよう十分注意
してください。

l､麺i'

★組み立て後、大端両側面にエンジンオイル

を注入する。

★コンロッドキャップの締め付けは、初め仮

締めし、次に規定トルクで本締めする。

＠ 篭赴

E毎iI竃i鐺iii偽
函ウコンロッドがスムーズに回るか確認

してください。

園8３

理



傘ｓ全＄ｓ＄念傘＄ｓｓｓｓＳＵＺＵＫＵＳ◆傘エンジン

②クランクシャフトの組立て

★ベアリング（メタル）は爪を先に爪溝に入

れハウジング内面に密着させる。

★上下同色のベアリング(メタル)を使用する。

剛ベアリングを交換する場合はクラン
クケース、クランクシャフトの組み

合わせ記号によりベアリングを選択

してください。（Ｐ110参照）

“

★ベアリング内面、クランクシャフトジャー

ナル部にスズキモリペーストを塗布する。

★クランクシャフトにカムチェーンを通しア

ッパークランクケースに組み立てる。

剛･クランクシャフトを取り付ける前
に、カムチェンテンショナを取り

付けておいてください。

・ゴミや異物が入らないよう十分注

意してください。

､醤iiiノ

★クランクシャフトスラストメタルを、クラ

ンクケースとクランクシャフトの間に入れ

る。

國ウクランクシャフトスラストメタルを
交換する場合はクリアランスのすき

間によってスラストメタルを選択し

てください。（Ｐ111参照）
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錨し．窟

③ギヤーシフトカムシャフトの組立て

★ギヤーシフトカムシャフトを組み立てギヤ

ーシフトフォークを各溝に入れる。

★ギヤーシフトフォークはNolとNq2の２種

類あるので注意する。

★ギヤーシフトフォークシャフトを差し込む。

(麺浮

④カムチェンテンショナクッション･オイルジェットの組立一

★カムチェンテンショナクッションは金属面

がテンショナ側、丸い突起面がケース側に

なるよう取り付ける。

★アッパケース側のオイルギャラリ部にオイ

ルジェットを取り付ける。

★アッパケース側にＯリング及びノックピン

輿

を取り付ける。

(迩鍵／
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⑤カウンタシヤフトドライブシャフトの組立て

カウンタシャフト ドライブシャフト

２連

ＩＤ~･‐
ドリブンギャー

｜速z速

…銭Ⅷ
ドライブギャー

卜

ドライブシャフト

‘

★各ギヤーの方向及びワッシャ類の有無に注
意する。

★サークリップはスナップリングプライヤを
用いて組み立てる。

★ドライブシャフトのスペーサ及びベアリン
グは圧入する。

グプライヤ

スペーサ

ベアリング

ドライブ

シャフト

‘
すき間０まで圧入

ネジロックは付けない

★カウンタシャフト、ドライブシャフトの各

々のベアリング位Wf決めピン及びノックピ

ンをケースの位満決めに合わせて組み立て

る。

★カウンタシャフト、ドライブシャフトはア

ッパークランクケースに組みTrてる。

★組み立て後Ｃリングを挿入する。

剛組み立て後エンジンオイルを少量塗
布してください。

－，■
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錨し日巌

⑥クランクケースの組立て

★アッパクランクケース合わせ面（矢印部）

にシール剤1207.Ｂを塗布する。

鬮ウオイルシール･ベアリング・ノック
ピンが確実に組み立ててあるか点検

してください。

…

★ロアークランクケースの合わせ面にシール

剤1207.Ｂを均一な厚さで塗布し、アッパー

クランクケースに合わせる。

鬮ウスズキシールを必要以上厚く塗ると、
シール剤がベアリング部やオイル通

路を塞いでしまう恐れがあるので、

十分注意してください。

る

(迦陛，

★ロアークランクケースの締付け

．締付ボルトは、内から外へ対角線に添っ

て均等に締付る。

．締付ボルト２個所にワッシャを入れる。

闇8７

￣

６ｍ

￣

６ｍ

￣

６ｍ ８ｍｍ

巫夜Ｆヨーロ

130
k９．ｃｍ

６ｍｍ 110
k9.cｍ

８ｍｍ 220
k９．cｍ



エンジン｜＄念Ｓ全＄＄ＳＳＳｓＳＳＳＳＵフｕＫＵＳ＄Ｓ

★アッパクランクケースの締付け

・対角線に添って均等に締め付ける。

．締付ボルト２箇所に銅ワッシャを入れる。

域

⑧オイルストレーナの組立て

★オイルストレーナは今印の方向をエンジン

前方に向けて締め付ける。

(三三塁ご蕊繩→

‘

88園
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⑨エンジンオイルレギュレータの締付け

★エンジンオイルレギュレータは規定トルク

で締め付ける。

|蝿鐘'

⑲オイルパンの組立て

★オイルパンにオイルレベルスイッチを取り

付ける。

★オイルパン締付ボルトを対角線に添って均

等に締め付ける。

★オイルドレンボルトを締め付ける。

(i趣徴，

⑩オイルフィルタの組立て

★クランクケースにフィルタ、スプリング、

Ｏリン久フィルタキャップを取り付ける。

★油圧測定用プラグを締め付ける。

フイル

虜8，
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⑪ギヤーシフトシャフトの組立て

★カムガイドを取り付ける。

★ギヤーシフトカムシャフトにピンを組み立

てる。

★ニュートラル用のピンはミッションをニュ

ートラル位置にし、カムストッパがあたる

位置に、ニュートラルピンを入れる６

入

域

★ギヤーシフトシャフトを取り付ける。

★カムストッパを取り付け、スプリングをベ

アリングホルダに掛ける。

國各締め付けボルト及びビスにネジロック
スーパを塗布する。

‘

★ギヤーシフトシャフトの先端にワッシャを

入れサークリップをはめる。

90園
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⑮オイルポンプ・ドリプンギヤーの取付け

★オイルポンプのＯリングが確実に溝にはい

っているか確認し、規定トルクで締め付け

る。

★サークリップは、特殊工具のスナップリン

グプライヤを用いて取り付ける。

…

⑭クラッチ関係の組立て

★プライマリドリブンギヤーをカウンタシャ

フトに取り付ける。

★ハウジングスペーサ及びベアリングを差し

込む。

國プライマリドリブンギヤーの内側、
外側のワッシャを確実に取り付けて

ください。

|､鐘'

率
ベアリン

園9１



余念＄＊＊＄傘ｓ＄傘全全ｓＳＵＺＵＫＵｓ全●エンジン

★クラッチスリーブハブホルダでクラッチス

リーブハブを回り止めし、締付ナットを締

め付ける。

★ナットを締め付け後、ワッシャを曲げて緩

み止めをする。 １Ｍ

剛クラッチ組立後エンジンオイルを
塗布してください。

クラッチリーブハブホルダ：09920-53710

域卜

★クラッチカバーを締め付ける。

剛クラッチカパーの→部にシールワッ
シャを入れてください。

厚鷺■
…

⑭スタータクラッチの組立て

★ジェネレータローダにスタータクラッチ本

体を取り付ける。

★ローラ、ピース、スプリングを取り付ける。

★スタータギヤーを取り付ける。

剛組立後はエンジンオイルを塗布して
ください。

スプリングピースローラ

illlliiiiiiIi
92園



⑯ジェネレータローダの締付け

★クランクシャフトのテーパ部及びネジ部の

オイル分をトリクレン等でキレイに除去す

る。

★ジェネレータボルトにネジロックＴＢ１３０５

を塗布する。

★ジェネレータローダが回らないよう、ロー

タホルダで固定し、規定トルクで締め付け

る。

ロータホルダ

ロータホルダ：09930-44912
(町趨ッ

⑯ウォータポンプの組立て

★ウォータポンプをクランクケースにはめ込

む。

★オイルポンフ゜シャフトとウォータポンプシ

ャフトを確実にはめ込む。

勵・ｏリングに傷を付けないよう注意
してください。

・オイルポンプシャフトピースを落

さないように十分注意してくださ

い｡

ウォータポンプ

シヤフトサークリップＩ($鑓`,，

q々ｶｰ：

”“
ポンプヶース

`"ｌｉｌ
～
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⑰シグナルジェネレータローダの組立て

★シグナルロータの凹部とクランクシャフト

のピンを合わせる。

★スパナで回り止めをして、シグナルロータ

ポルトを締める。

'#蝿

へキサゴンビットレンチ

年

〆！’稲

`懸顯
::エザⅡ

、凸』

ヘキサゴンピットレンチセット：O9900-OO4IO
“

⑯ピストンリング・ピストンの組立て

★ピストンリングはメーカーやサイズを刻印

した面を上にして取り付ける。

國O1stリング(バレル形状）と２，.リ
ング（テーパ形状）をまちがわない

よう注意する。

★オイルリングは上下のサイドレールとスペ

ーサの３つで構成されているので、スペー

サをサイドレールではさむように組み立て

る。

麺ウスペーサの合いロ部は互いの山が重
なり合わないよう注意する。

域

★各リングの合い口は１箇所に集中しないよ

うに取り付ける。

★ピストン頭部には向きを表示する矢印があ

り、取付時は矢印を排気側に向ける。
アッバレール

スペーサー

ロアーレール
正常

不良(亜なり合わない事）
排気側

94闇
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⑮シリンダの組立て

★シリンダを組み立てる前にシリンダスタッ

ドボルト部２個所にピンが入っているか確

認する。

…

★シリンダの組み立てはピストンリングが折

損しないように十分注意する。

★シリンダ及びピストンにエンジンオイルを

少量塗布する。

少しづつ入れる

＝
(i迩薗i，

園9５
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シール剤1207Ｂを塗布後

5分以内に締め付ける。



＊参傘ちぢ＄ｓ傘＊ｓ本字ｓＳＵＺＵＫＯｓ＄傘エンジン

⑳バルブ関係の組立て

★バルブをシリンダヘッドに組み込むときは

バルブのステムにスズキモリペーストを塗

布する。

'

′

乞二ﾀｸｸﾞﾉ

ゾ

,,必

Ｚ

〆

－－－

“

★バルブスプリングはピッチの小さい方を下

にして取り付ける。

趣ウパルブスプリングのシートとリテー
ナは形状が異なっているので、向き

に注意して取り付ける。

0Ｆコッタピン

ングリテーナ

スブリング篭
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

ングシート

“

★バルプスフ゜リングコンプレッサーでスフ・リ

ングを圧縮して、ピンセットでコッタピン

を入れ、バルブをセットする。

アタッチメント：09916-14910

（24mm用）

バルプスプリングコンプレッサ：0991614510

96闇



窃泓：醸
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⑳シリンダヘッドの組立て

★シリンダヘッドに浮き出した数字順に各ナ

ットを均等に締め付け、最後に規定トルク

で締め付ける。

★オイルパイプを取り付ける。

岸田FＰ１１
(翅鐘〆

ウォータテンバラチュアゲージ
★サーモスタットを取り付ける。

★ウォータテンパラチュアゲージ及びサーモ

スイッチはネジ部にシール剤1207.Ｂまた

はシールテープを巻きシリンダヘッドに締

め付ける。

(避鐘

⑫ロッカーアーム関係の組立て

★バルブロッカーアームシャフトはネジ穴側

を外1Mにして、パルブロッカーアームとス

プリングを同時に組み立てる。

鬮ウパルブロッカーアームシャフトには
オイルを十分に塗布しておく。

★オイルパイプをパルブロッカアームに差し

込み、締付ボルトでパイプを固定する。

國ウオイルパイプを曲げないよう十分注
意してください。

Vこ】

園9７

12ｍｍ－２００kg･cm
l6mm-230kg･cm
l8mm－２５０k9.cｍ

シール剤1207Ｂを塗布後

５分内に締め付ける。



⑯カムシャフトの組立て

★インレット及びエキゾーストカムシャフト

にスプロケットを取り付ける。

勵・カムシャフトには1N及びEXの浮
き出し文字があるので確認してく

ださい。

“

エキゾストカムシャフトエキゾストスフロケット

竃I圏讓
イ

インレットスブロケット

域

★カムチェンを軽く引っ張ってカムチェンガ

イドNqlを挿入し、先端をクランクロアー

ケースに確実にはめ、上端をシリンダヘッ

ドにはめ込む。

98園

240～260k9.cｍ

ネジロックスーパ1303を塗布
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舟ＨＬ５Ｅさ

★１．４番のピストンが上死点になるようク

ランクシャフトを回す。

１，４番の上死点時を示す

(麺愛

★エキゾースト側のカムシャフトのジャーナ

ル部、シリンダヘッドの軸受部及びカムシ

ャフトホルダの軸受部にスズキモリペース

トを十分塗布する。

★カムシャフト端面の刻線をシリンダヘッド

の上面に合わせる。

★カムチェーンをエキゾースト側に－杯に引

張り、エキゾーストカムスプロケットに噛

み合わせる。

(蜷麺ッ

★カムシャフトホルダとシリンダヘッドの記

号を合わせて、エキゾースト側カムシャフ

トホルダを規定トルクで締め付ける。

9９



Ｊ,

★エキゾーストカムシャフトスプロケット２

の矢印の位置から起算して19ピン目にイン

レットカムシャフトスプロケット３の矢印

を合わせる。

★エキゾーストカムシャフト同様にインレッ

トカムシャフトを締め付ける。

カムチエーンガイド締付トルク20～40k9.cｍ
ミジロツクスーバー1303を塗布

9ピン
ルク240-260k9.cｍ締付

域(ネジロックスーバー'303塗布） 刻線をシリンダヘッド上端と
平行になるように合わせる

｡￣■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■｡￣■
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溌
Ⅱ ‘カムチェーン

テンショナ

諺諺Ｉ
ムチエーンアジャスタ

１
Ⅱ ＝ﾐミ＝ﾐミ

【

バルブタイミングを合わせてからアジャスタ組み立てた後、クランクシャフトを２回転

させて再びカムシャフトの刻線がシリンダヘッド上端に水平になっているか確認する。

'00園

｣区ﾛ＄ｓ＄■圏Ⅳ函ﾖｰ■



オイルホースの組立て

★左右のホース形状が異なっているので注意

する。

… ⑭カムチェーンテンショナアジャスタの取付け－
ＰＳ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

★カムチェーンテンショナアジャスタのキャ

ップを外し、ｅドライバを用いて右に回し

てプッシュロッドを縮める。

★シリンダに取り付ける。

よ
り
ｒ
よ
し
１

⑯シリンダヘッドカバーの組立て(麺iソ

★締付ボルトは均等に内側から外側に締め付

ける。

ﾔめｌＵ［

■■■U■■￣￣

ガスケットカムシャフトホルダ

品》『一ケ

園'01

陣 80～120ｋ９．cｍ



エンジン分解部品の点検|ちち傘ＳＵＺＵＫＵ＄◆全エンジン

カムシャフトの振れの点検一
しゅう

★摺動面に傷がないか点検する。

★Ｖブロックを用いてカムシャフトの振れを

点検する。
2〆

卜

ツク

“

カムの高さの点検
し巾う

★摺動面'二異常な傷や摩耗がないか点検する.

★カムリフト部の径を測定する。

厚
國

カムシャフトジャーナル径の点検
し、

★摺動面に異常な傷や摩耗がないか点検する。
★各ジャーナル部を十字方向に測定する。

'02園



◆◆◆ＳＵＺＵＫＵ＄＄ｓ◆＄＄＄＊全宰全Ｓ＊■思顯認 エンジン

カムシャフトホルダの内径の点検

★カムシャフトホルダ部に異常な傷や摩耗が

ないか点検する。

★カムシャフトホルダを規定トルクで締め付

ける。

★カムシャフトホルダ部の内径を測定する。

(鼬騨／

カムシャフトジャーナルのオイルクリアランス点検一

★カムシャフトとカムシャフトホルダの間に

プラスチゲージを入れ、カムシャフトホル

ダを規定トルクで締め付ける。

★押しつぶされたプラスチゲージの幅でクリ

アランスを測定する。

」し

IiH麩，

バルブとバルブガイドのガタの点検

★パルプ・をシリンダヘッドのパルブガイドに

挿入し、出米る限り根本に近い所で測定す

る。

－
１
「

｜
限
度

、、

、

園'0３



全全全ちち◆全＄＄ｓ＄＊傘ＳＵＺＵＫＵ全全＄エンジン

バルブガイドの内径の点検一一一一一

★パルブガイド内面を清掃する。

★吸排気方向とこの直角方向の入口、中央、

奥の６箇所を測定する。

域

バルプステムの外径の点検

★パルブステム摺動部分の上・

字方向に計６箇所測定する。

中・下部を十

メータ

“

バルブの振れの点検

★Ｖブロックを用いて、ゆっくり回しながら

測定する。

104



$ﾖﾋ．窟

卜面の幅の点検バルブシー

★バルブとシートあたり面に光明丹を塗り、

あたり面が全周に渡って均一で中央にある

かを点検する。

★シートの当り面幅を測り、限度を越えてい

たら修正する。

(軸ッ

バルプスプリ ングの自由長の点検

★インナ、アウタスプリングの両方とも測定

する

国翻胆駕lnll
ＥＸ

バルブスプリング

(&鼈ッ

ピストンリング自由合いｐすき間の点

★ピストンリングがピストンリング溝上で自

由に動くか確認する。

★ピストンリングの合い口に余分な力がかか

らないようにして測定する。

★２～３度測ってみる。

園'0５

ｓ全◆Ｓ ■ ＺＵＫ ＄＄傘全Ｓ＄傘＄全全全傘本 産
■悪二四

■ エンジン
函

1Ｎ

ＥＸ

■
Ⅲ
｜
唖
一

￣
インナ:34.0

アウタアウタ：37.95

インナインナ:32.4

アウタアウタ：36.60

限
度

限
度

1Ｎ

ＥＸ

インナ:32.64

アウタ 36.43

インナ 31.1

アウタ：35.13



＄念＄全＄＄全＄全念全宰ｓＳＵＺＵＫＨちぢ＄エンジン

ピストンリングとリング溝のすき間の点検-－－－－－－

★ピストンリング溝及びピストンリングのカ

ーボンを除去する。

★ピストンリングを取り付け、ピストンヘリン

グを押し付けながら上へあげ、リング下側

ですき間を測定する。

域

ピストンリングの組立合いｐすき間の点検一一一一一一一

★ピストンリングをシリング下部へ挿入して

合い口のすき間を測定する。

★ピストンリングはピストンの頭で押し入れ

水平にする。

シックネスゲージ

‘

ピストンの点検
し0ｍ

★摺動面に異常な傷、打痕、亀裂などがない

か点検する。

★ピストンの下端から14mm上った所でピスト

ンピンとその直角方向を測定する。

1０６



協囲５富

ピストンピンのピン穴の内径の点検

★ピストンのピン穴の内面を清掃する。

★上下方向と横方向を測定する。

R蝿,，

ピストンピンの点検
Ｌ、

★摺動面に異常，br傷、摩耗がないか点検する。
★ピストンピンの両端と中央部の３箇所をそ

れぞれ十字方向に計６箇所測定する。
〆

～

<へ

ii｢?｢>へｃ
端と中央部の３箇所

十字方向に測る。

菱
を

討
げ
ゆ

園

、

'

(韓醤，

コンロッド小端の内径の点検－－－－一
しゅう

★摺動面に異常な傷、摩耗がないか点検する。

★上下方向と横方向を測定する。

！囚 麹

虜１０７



シリンダの内径の点検
LD9O

★摺動面に異常な傷、摩耗がないか点検する。

★クランク軸と直角方向の上、中、下の３箇

所の内径を測定する。

域

シリンダの平面度の点検

★シリンダ上面の対角線上を測定する。

★歪みがあれば定盤等で修正又は交換する。

限
度
一

“

クランクシャフトの振れの点検一
LdOO

★摺動面に異常な傷、摩耗がないか点検する。

★Ｖブロックを用いゆっくり回しながら振れ

を測定する。

暖
。

虜108
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弼旧日窟

コンロッド大端のオイルクリアランス

★コンロッドキャップを外してコンロッドと

クランクピンの間へプラスチゲージを入れ

てコンロッドを規定トルクで締め付ける。

★再びコンロッドキャップを外し、押しつぶ

されたプラスチゲージ幅でオイルクリアラ

ンスを測定する。

函ウプラスチゲージがコンロッド大端部
に入っているときは、コンロッドを

絶対に動かさないでください。

プラスチゲージ

ktI麹`，

★測定結果が規定オイルクリアランスを外れ

ていたら、１番のシリンダ部の右側クラン

クウェッブとコンロッド大端部に記した記

号から下記のコンロッド大端メタル選択表

でベアリングを選択し、交換する。

函O1対のコンロッド大端部には同色の
ベアリングを使用してください。

刀ＧＭト匹呉二二一Ｆ

…

コンロッド大端部のメタル選択妃号

(左） (右）

園'0９

◆◆◆ＳＵＺＵ

￣￣￣

Ｐ
Ｌ

全◆◆＄傘＄＄＄全＄＄Ｓ◆
U■■■■■■■■

國誼Ｈ三一フー専一夛下一■■■■■■￣￣－，－

１ ２ ３

１ 緑色 黒色 茶色

２ 色 茶色 黄色



＄＄＄全な◆全＄＄全◆全宰ＳＵＺＵＫＵ＄◆＄エンジン

クランクシャフトジャーナルのオイルクリアランスー

★クランクケースを分割Iしてクランクシャフ

トジャーナル部へプラスチゲージを入れて

クランクケースを規定トルクで締め付ける。

★再びクランクケースを分割し、押しつぶさ

れたプラスチゲージ幅でオイルクリアラン

スを測定する。

⑳ウプラスチゲージがクランクシャフト
ジャーナル部に入っているときは、

クランクシャフトを絶対に動かさな

いでください。

プラスチゲージ

域

、、＿ﾕｰｰ、

★測定結果が規定オイルクリアランスを外れ

ていたら、１番左側クランクウェッブとク

ランクケース後面に記した記号から下記の

クランクメタル選択表でベアリングを選択

し、交換する。

⑳O1対のクランクメタルには同色のベ
アリングを使用してください。

r轍1１１２ 「
L三「

１J
●

Ｊ「

ノ

“

号

(右）(左）

園110

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 緑色 黒色 茶色

Ｂ 黒色 茶色 黄色



E迅己農

クランクシャフトスラストクリアランス

★アッパークランクケースにクランクシャフ

トを入れ、ライトスラストメタルをセット

し、クランクシャフトを手でジェネレータ

側に押す。

ライトスラストメタルにすき間が無い状態

にし、シックネスゲージでクリアランスを

測定する。

l趣…

上記の要領でスラストクリアランスが標準値

以内に入らない場合は、ライトスラストメタ

ルを新品と交換して、再調整してください。

(鑓i診，

園''1

◆◆◆ＳＵＺＵＫＵ＄宰全。 掴

厚さ 色

2.495-2.520mｍ 緑

レフトスラスト

メタルの色

レフトスラストメタル

そう入後のクリアランス

赤

黒

瀞

緑

黄

0.045～0.095mｍ

545～２ 白 0.045～0.100,1,
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キャプレータ

域

『jザ
柏■

坤・，声

‘

霞1１２



◆＄＄ＳＵＺｕＫＵ全全Ｓ
■P■

翻し．函キャプレータ関係の点検 エンジン

油面調整基準の点検

★キャブレータをさかさまの状態にしてフロ

ートを持ちあげる。

★フロートをゆっくり下げる。

★フロートの油面調整プレートと、フロート

バルブが接した所でフロートを止める。

★キャプレータボデーとフロートとの間の寸

法を測定する。

(《麺シ

トバルプの点検フロー

★バルブに摩耗や傷がないか。

★ゴミなどのつまりがないか。

汚れたりつまっているときはエアーガン

で吹き飛ばすようにして掃除する。

…

エアー通路、ジェット類のつまり点検

★キャブレータのジェット類や各部通路は、

非常に精密にできているため、エアーを通

して掃除する。

⑳O針などで掃除すると各通路に損傷を
与えたり、穴径を狂わせたりするの

で必ずエアーで掃除してください。

園M３



＄Ｓ全全な全傘＄全全＄◆ｓＳＵＺＵＫＯな◆＄エンジン

ダイヤフラムの点検

★ダイヤフラムのゴム部が破れていないか細

かく目視点検する。

★ダイヤフラムの作動点検

負圧取り出し口から

●負圧をかけたとき：ピストンが上がる。
●放したとき：ピストンが下がる。

ダイヤフラム

“
フユーエルフィルタの点検

★フューエルタンク裏側のフューエルホース

を抜くとフューエルフィルタが出てくるの

で、ゴミなどのつまりがないか点検する。

園り゜ガソリンが出るので、火気に十分
注意して作業する。

●フューエルホースの組付時は、ク

リップを確実にする。

趣

フユーエルコックの点検

★フューエルアウトレットホースをキャブレ

ータ側で抜く。

★フューエルコック

ＯＮ－ガソリンが流れる

ＲＥＳ－ガソリンが流れる（予備）

ＯＦＦ－ガソリンが流れない

★上記の要領で、レバー位置とガソリンの流

れ具合を点検する。

剛・ガソリンが流れ出るので、火気に
十分注意してください。

●ガソリンの流れ出る所には必ずガ

ソリン受けを用意してください。

１Ｍ圏
￣



◆◆◆ＳＵＺＵＫＵ傘＄＄ 翻し：閾冷却関係の点検 エンジン

ラジエータの点検

★フィンの変形や泥、虫等による汚れがない

か点検する。

★冷却水の漏れがないか点検する。

★水路に湯あか、錆等のつまりがないか点検

する。

$

目

(避鐘'

ラジエータキャップの点検

★ゴム部の損傷を点検する。

★ラジエータキャップテスタを用いて開弁圧

を点検する。

・キャップをテスタに正しく取り付ける。

・圧力を規定値まで上げる。

・上記の状態で約10秒間保持し、圧力の低

下のないことを確認する。

lii鐘，

サーモスタットの点検

★常温下で開弁していないか点検する。

★サーモスタットを水中に入れ徐々に水温を

上げながら温度計を用いて開弁温度を点検

する。

サーモスタットは水中に浮かせて点

検してください。

剛

鴎''５

震
■■■■■■■■■

７５±Ｌ5℃
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◆ｓｓＳＵＺＵＫＵｓＳｓ クラッチ・ミッションクラッチ,関係の点検
■Ｐ■

$HL：四

クラッチドライブプレートの点検

★ドライブプレートに異常な焼損、亀裂、爪

の部分の段付摩耗、接触面にある溝のつま

りがないか点検する。

★ノギスを用いてドライブプレートの厚さを

測定する。

限
度
１
１

鼬

クラッチドリブンプレートの点検
し、

★ドリブンプレーートに異常な焼けや摺動傷が

ないか目視で点検する。

★ドリブンプレートを定盤の上に置きシック

ネスゲージを用い、定盤とドリブンプレー

トの間に生じるすき間の最も大きい部分を

測定し歪みの程度をつかむ。

'趣雲，

クラッチスプリングの自由長点検

★クラッチスプリング単体を取り出し、スプ

リングに荷重がかからないようにしてノギ

スで自由長を測定する。

園''７
、、



）クラッチ<・ミヅショ亥了 傘ＳＳ全全全傘傘全念全ｓｓＳＵＺＵＫＵｓ＄＄

ギヤーシフトフォークとフォーク溝のすき間の点検一一

★トランスミッションギヤーのシフトフォー

ク溝へギヤーシフトフォークを差し込み、

溝とギヤーシフトフォークの爪の間に生じ

るすき間の大きさをシックネスゲージを用

いて測定する。

ギヤシフト

フォーク

シックネスゲージ

‘

ギヤーシフテイングフオークの爪の厚さの点杉一

★ギヤーシフティングフォークの部分に異常
Ｌｍ

な摺動傷がないか点検する。

★マイクロメータを用いてギヤーシフティン

グフォークの爪の部分の厚さを測定する。

域

シフトフォークシャフトの曲がりの点検
Ｌ巾う

★シフトフォーークシャフトの摺動部の傷の有
無を点検する。

★シックネスゲージと定盤を用いてシフトフ

ォークシャフトの曲がりを点検する。

園118
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＄＊ＳＵＺｕＫＵ◆◆＄点､火装置綬関係の点誠検ﾎﾟ？エレクトリック

点火回路

イグニッションスイッチ

L;'：

バ
ッ
テ
リ

:〆

‘

イグニッションコイルの点検一一

★ハイテンションコード：劣化，損傷の点検

★コイルボデー：各部（特に取付部）の亀裂，
損傷の点検

★スパークプラグキャップ：亀裂，損傷の点

検

★ポケットテスタを用いて１次，２次コイル
の抵抗値を測定する。

Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ

Qiiil

シグナルジェネレータの点検

★ポケットテスタを用いて各リード線間の抵

抗値を測定する。

剛テスタにより、多少数値が異なるの
で注意してください。

子
黄
黒

端
青
緑

ボケツトテスタ：09900-25002

爵1２０

些几-－

測定レンジ

ｘ１Ｑ

×１ｋｇ



充電回路

レギュレートレクチファイア

…

ＡＣジェネレータの点検

★ポケットテスターを用いて、各リード線間

の導通の有無を点検する。

★テスタースズキポケットテスタ

（品番O9900-25002）
￣■ｑ
ｈｃｂ

Ｏ

Ｂ

Ｏ

"

'

‐

■￣￣－

■￣

…囚■開田■Ⅷ
■雨■P－円

…

レギュレートレクティファイヤの点検

★ポケットテスタを用いて、各リード線端子

間の導通の有無と抵抗を測定する。

國ウテスタにより、多少数値が異なるの
で注意してください。

Ｉ

八,

、官聴雪．

園'2１

巨窒窪：照三W己1W零m澪1１
①黒白 ７Ｑ ７９ ７｡ ５０｡

②黄 ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ７Ｑ

③黄 ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ７｡

④黄 ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ７Ｑ

⑤赤 ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ



捲勤装置鶴襟赫祷涜エレクトリック ＄◆◆ＳＵＺｕＫＯ＄◆◆

スタータリレーの点検

｢-------丁

１
０

Ｉ

Ｏ－ｃ

ひ
ス
タ
ー
タ
リ
レ
ー

０
０
０
０
０
０
１
０
０
Ｊ

Dｏ－Ｃ

ス
タ
ー
タ
モ
ー
タ

￣
￣

‘

★ポケットテスタを用いてコイルの抵抗値を
測定する。

Ｉ

、

域

★長時間の使用で、ポイント部が焼損して導
通がなくなる事があるのでコイル側に,2Ｖ

の電圧をかけ、ボデーをアースし（この時
「カチッ」と音がする）ポケットテスタで導
通の有無を点検する。

’

'22園



コンミュテータの点検

★コンミュテータ表面に偏摩耗、焼けがない

か点検する。

★コンミュテータの外径を測定する。

里
乾

￣

鼬

アーマチュアコイルの点検

★ポケットテスタを用いて各セグメント間の

導通の有無を点検する。

可

■、

ﾐﾐﾐ、

(Ｘ

…

カーポンブラシの点検

★カーボンブラシの摩耗、

検する。

接触面の荒れを点

★カーボンブラシの長さを測定する。

震
Ｉ

園'2３
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測定レンジ
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＄＄ｓＳＵＺＵＫｕｓ◆＄エレクトリック モータブァン装置関係のj;i検：

電動モータファン装置

⑪

サーモ

lＰ
慰

電動モータファンリレーの点検

★ポケットテスタを用いてコイルの低抗値を

測定する。

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ

★コイル側に12Ｖの電圧をかけ、ボデーアー

スしポケットテスタで導通の有無を点検す
る。

‘

★サーモスイッチを油で暖め規定の温度にな

ったとき端子とボデー間の導通の有無を点

検する。
サーモスイッチ

國巾温度が高い所の点検ですので十分注
意してください。

'2便

■:￣ご
導通有り

図歴篭季醗弔
107-113℃以上

導通無し 103℃以下



■P■

翻し．Ｉ逮

ウオータテンパラチュアゲージ(水温計)の回路-----

…

ウォータテンパラチュアゲージの点検

★テンパラチュアゲージを湯で暖め、規定の

温度になったときの抵抗をポケットテスタ

を用いて測定する。

勵温度が高い所の点検ですので十分注
意してください。

テンパラチュアゲージ

忠
鼬 （）内は参考値

ウォータテンパラチュアメータの点検

★規定の抵抗値を接続するか、または、良品

のテンパラチュアゲージを用いてメータ内

の指針位置を点検する。

BＩＯ１２０

用■『■■■■１６

抵抗または良品の

テンパラチュアゲー

を使用する

★電源が入っていないとき、指針はＣ点側に

戻る。
テンパラチュアゲージ

園'2５



田匪：置

オイル警告灯の点検

、繩

‘

オイルレベルランプスイッチの点杉膀

★オイルランプスイッチのフロートが下がっ

たとき端子間に導通の有無を点検する。

‘

オイルレベルパイロットランプの点検

★イグニッションスイッチをＣの位置にした

ときのみオイルパイロットランプが点灯し

通常は消灯している。

'２６園

■■■■■■■■■■■■■￣

フロートが下がった時 導通あり

フロートが上がった時 導通なし



各種スイッチ類の点検

★各スイッチごとに、リード線間の導通の有

無を測定する。

★作業にはポケットテスタを用いる.

★各点検表の○一○を表示した端子間に導通

があり、他の端子間には導通がなければ正

常。

★外部損傷やリード線の損傷についても、目

視で点検する。

★特に指定のない限りテスタはｘ１Ｑのレン

ジを用いる。

ポケットテスタ：09900-25002

…

Ｃ

・・回国・
■■

ＯＮ

Ｐ

…

園'2７
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翻し：窟

フロントフォークの分解

★車体を安定させる。

…

★スピードメータケーブルを外す。

★フロントアクスルを外す。

★ステアリングアッパブラケットボルトを緩める。

★ステアリングブラケットボルトを緩める。

★インナチューブ上端のボルトを外す。

&鞄ッ

★インナチューブ上端から特殊工具を入れシリンダを

固定する。

★アウタチューブ下端からへキサゴンボルトを緩める。

★アウタチューブを固定して、インナチューブを引き

出す。

★モジュレータ締付ボルト２本を外す。

園'2９

車体下部に台を置く

スタビライザーを外す

フロントタイヤを外す

左右のダンパＡＳＳ，yを抜く

インナスプリング及びオイルを

抜く

モジュレータを外す



協湿:陸
ワロ

蕾
蝿

フロントフォーク関係

①アウタチューブ

②インナチューブ

③ピストン

④シリンダ

⑤リバンドスプリング

⑥スペーサ

⑦スプリング

③キャップ

⑨ストッパリング

⑩オイルシール

⑪ガイド

③

②

=垂;P寧勘

鯵参簿,．⑦

③

域

インナチュープの取外し

★インナチューフ上端より特殊工具のフロン

トフォークアッセンプリングツール（アタ

ッチメント：Ｄ）を入れてシリンダを固定

し、アウタチューブ下部の締付ボルトをへ

キサゴンレンチを用いて緩める。

Ｔハンドル：09940-34520

アタッチメントＦ：09940-34581

三二自重

、 アタッチメント(F）Ｔハンドル

‘

★ダストシール、サークリップを外す。

★アウタチューブをバイス等で固定しインナ

チューブを引っ張る。

★インナチューブを抜き取ると、オイルシー

ル、カラー、インナチューブピストン、ア

ウタチューブガイドが共に抜き取れます。
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フロントフォークの組立て

★インナチューブ内へリパウンドスプリング、

シリンダを入れ、先端にオイルロックピー

スをはめアウタチューブへ入れる。

★分解時と同様に特殊工具を用い、ボルトを

締め付ける。

勵ボルトには必ずネジロックを塗布し
てください。

する

★インナチューブピストン及びアウタチュー

ブガイドに傷等が付いていたら新部品と交

換してください。

…

１
１
１
１
１

★アウタチューブガイドは、カラー、オイル

シールと同時に打ち込む。

★オイルシールをインナチューブ上部から通

し、特殊工具のオイルシールインストーラ

で打ち込み、オイルシールストッパリング

をはめる。

… フロントフォークオイルシールインストーラ：09940-5011

フロントフォークオイルの点検

★フロントフォーク上端より特殊工具のフロ

ントフォークオイルゲージを差し込み油面

を測定する。

★オイル量が不適切な場合は特殊工具のフロ

ントフォークオイル調整器を用いて調整す

る。

虜'3１
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フロントフォークスプリングの自由長の点検一一一一一一一

★フロントフォークスプリングを単体で取り

出し、平らな面におき､その長さを測定する。
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フロントフォークインナチュープの点検一
LIDう

★インナチューブの摺動部分に傷がないか点
検する。

★曲がりや亀裂等がないか点検する。 曲がり、傷がないか点検する

インナチユーブの外径ｄ３６ｍｍ Ｏ

~電電讓篝薑
’、

]「

域

フロントフォークアウタチュープの点検一

★フロントフォークアウタチュープ各部に凹
み、亀裂、損傷等がないか点検する。

アウタチューブの内径ｄ37mｍ
｣Ｉ
、〃

↑
V、

血裂、綱傷等を点検する

園1３２



ステアリングステムの取外し

★特殊工具のユニパーサクランプレンチを

用いてステアリングステムナットを外す。

〆下
、

”
■

守

、

ユニバーサルクランプレンチ：O99IO-606II
…

ステアリングベアリングの点検

１
１
１

★テーパローラベアリングに錆や傷がないか

点検する。
しｍ

★レースに打痕、摺動傷がないか点検する。

★グリースが十分充旗されているか点検する。

(i麹,，

ステアリングレースの取外し

★ステアリングレースの取り外しは、特殊工

具のベアリングアウタレースリムーパを用

いて行う。

ベアリングアウタレースリムーバ：09941-54911

園'3３
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ステアリング分解組立のポイント
■■■■■■■

霊ごニ
■■■■三

ボデ ￣鯉



＄全◆＄＄◆＄＄全全な＄念ＳＵＺＵＫＵ全＊＄ポ デ ■■■■

ステアリングステムベアリングの取外し

★特殊工具のベアリングインナレースリムー

パを用いてベアリングを外す。

⑳ウタガネ等で外すと、ステム及びステム
シャフトに傷が付くので必ず特殊工具

を用いること。

ペアリングインナレースリムーバ：09941-84510
域

ステアリングレースの組立て

★特殊工具のステアリングレースインストー

ラを用いて正しく組み立てる。

⑳ウステアリング部分はハンドル操作の
重要な箇所ですから、ステアリング

レースなどは特殊工具を用いて正し

く組み立ててください。

域
ステアリングレースインストーラ：09941-34513

★ステアリングステムナットは特殊工具のス

テアリングナットソケットレンチを用いト

ルクレンチで規定トルクに締め付ける。

★ステアリングステムにガタがなくスムーズ

に回転する位置に調整する。

ステアリングナットソケットレンチ：09940-14911

'３４園



｢町談lJJfIJ園;互譲ちぢ◆ＳＵ＝四Ｋﾛ＄ リヤーサスペンション分解のポイツル

リヤーサスペンション関係
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リヤーショックアプソーバの取外し

★車体の下側にジャッキ又は台を置いて後輪

を少し持ち上げるとアブソーバ締付ボルト

が外しやすくなる。

★アジャスタユニット締付ボルトを外す。

c<)⑯
オイルシール

鯵 &、

リングピロボール

園'3５
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クッションレバー、スイングアームの取外し

★マフラの下にジャッキをあてがい、車体を

安定させる。

★リヤーキャリパをはずす。

★リヤーアクスルシャフトを外しリヤータイ

ヤを取り外す。

域

★リヤープレーキパイプをトルクリンクブラ

ケットから抜き取る。

國ウブレーキオイルが漏れるので車体に
付着しないよう十分注意する。

‘

★クッションレパーシャフト及びピボットシ

ャフトを引き抜く。

剛スイングアームを下に落さないよう
下側に台を置いてください。 饗

麹ら･=Z《蠣

虜136
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ドルベアリングの取り外し

’一一

クッションレバー

鰈 電惠Ｐ
O9923-73210

′《

10）ＨＨｑＩ－４Ｋ

…

ドルベアリングの取り付け

一一一
ステアリングレースインストーラ：09941-34513

-イ

…

園 137
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ピロボールの点検
LbD＋

★ピロポールの摺動面に損傷、異状摩耗がな

いか、また、スムーズに回転するか確認を

する。

★点検後はモリブデン系のグリス（スズキモ

リペースト）を塗布する。
蕊l1l1MMlI，

鰯
グ

オイルシール

ピロポール：球状軸受ベアリング

クッションレ'《--、ロッドの点検

‘

’
★クッションレバー、ロッドの変形、亀裂な

どがないか点検する。

★クッションレバー、ロッドの各ブッシュ、

ベアリング、ダストシールの摩耗、損傷な

どがないか点検する。

バラニードルベアリング

』

リヤースイングアームの点検

★リヤースイングアームピボットシャフトベ

アリングの摩耗、ブッシュ、スペーサ、オ

イルシールの摩耗、損傷がないか点検する。

iiiiI:Ｉ塾iiillii；
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リヤーサスペンション関係の組立て

★リヤーサスペンションを分解したときはかならず各連結部に指定のグリスを塗布してから

`組み立てること。

また、各ベアリング部も同時に良否の点検をする。

組立要領図

ク400～600k９．cｍ

尋
Ａ

，

ⅧA亡二，

(蝿iii，
グリス約２cc塗布

トルク400～600k９．cｍ

B目＞
Ｅ

グリス約0.5cc塗布(Ｒ，Ｌ共）

ｃＥ＞

締付トノ

向ける

(麹ッ

､Ｅ＞

締付トルク180-280

ク400～600k9.cｍ

ｺﾞロ｡Eｑ

左側一１－右側
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ディスクプレートの点検

★取付部をはじめディスクプレート各部に亀
裂、異常な傷がないか点検する。

Ｌ,りう

★ディスクプレートの摺動部分の摩耗具合を
マイクロメータで測定する。

囑

‘

ディスクプレートの振れの点検

★泥などの汚れをきれいに取り除く。

★定盤上にディスクプレートの取付面を下に
して乗せ、ゆっくり回しながらダイアルゲ

ージを用いて振れを測定する。

週

ホイールバランスの点検一一

★ホイールパランサに図のようにホイールを
のせ、静かに回しながら重量的なアンバラ

ンスを点検し、ホイールが不特定の位置へ
自然に止まるようになるまでバランス調整
する。

'４０虜
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マスタシリンダ、 ピストンの点検
し、

★マスタシIノンダ、ピストンカップなど各摺

動する部分に摺動キズがないか目視で点検
する。

★マスタシリンダの内径、ピストンの外径を
測定する。

…
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屏
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園'4１
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キャリパ、 ピストンの点検
Ｌ,ｂ十

★キャIノパ、ピストンなど各摺動する部品に

傷がないか目視で点検する。

★キャリパの内径、ピストンの外径を測定す

る。
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ブレーキのエアー抜き

★マスタシリンダのリザーパタンクにブレー

キフルードを入れキャップを取り付ける。

國り゛ブレーキフルードは必ずスズキ純
正ブレーキフルードを使用してく

ださい。

●ブレーキフルードを補給するとき

はリザーパタンクを水平にしてく

ださい。

●ブレーキフルードは塗装面、樹脂

製品に附着すると塗装面を損傷さ

せたり、亀裂ができたりするので

十分注意してください。

リザーバタンクを水平にする

イ

…

U･寺￣＝百面－－.~■￣~～-－

★キャリパ側のブリーダへ細い透明のビニー

ルホースを取り付け先端を受皿か空カンへ

導いておく。

★ブレーキレパーをあおるように操作し、と

きどきブレーキレパーを強く握りながらブ

リーダを緩める作業を繰り返して、取りつ

けたビニールホースから空気の泡が出なく

なるまで行う。

函ウリザーパタンク内のブレーキオイル
がなくなる前に補給してください。

PＩ

ＬＬ■■■Ｌ■.Ｅ

…

★エアー抜きが終ったらブレーキフルードを

リザーバタンクのインスペクション上端ま

で入れる。

國◆゛１度使用したブレーキフルードは
再使用しないでください。

●各部にブレーキフルードが附着し

ていないか確認してください。
る

園M３
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麓囲r;， 締付トルク ＄傘◆全＄◆孝幸全傘＄＄ｓＳＵＺＵＫＯｓ＄傘

エンジン関係締付トルク

‘

般的な締付トルク￣

域

★給油箇所

ロリヤークッションレパー中央

ロリヤークッションロッド下側

国クラッチレリーズスクリ１部

'４６園
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10-20

20-40

40～7０

100～160

220～350

350-550

500～800

800-1,300

1,300～1,900

１５～30

30～6０

80～120

180-280

400-600

700～1,000

1,100～1,600

1,700～２，５００

２iOOO～２，８００

￣
コンロッドキャップポルト

クランクケースボルト（６mm）

（８mm）〃

オイルポンプポルト

クラッチスリーブハブナット

スタータクラッチボルト

ジェネレータロータボルト

オイルパイプ(８mm）

（10,1）〃

シリンダヘッドナット（８mm）

シリンダヘッドボルト（６ｍｍ）

カムシャフトスプロケットポルト

カムシャフトホルダボルト

シリンダヘッドカバーポルト

ロッカアームシャフトポルト

■￣
230～270k9.cｍ

130k９．cｍ

200～240k９．cｍ

80～120k9.cｍ

500～700kg･cTn

l50～200k9.cｍ

1,400～1,600kg･cln

80～120k９．cｍ

180～220k9.cｍ

210-250ｋ

80-120ｋ

９．ｃｍ

９．ｃｍ

240～260k9.cｍ

80-120k９．cｍ

110～130kg･cTn

250～300kg.c、
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①フロントアクスルナット……………………………………･…………………………..……
②リヤーアクスルナット…………･…………………………………..…………………………
③フロントアクスルストッバナット……………………………………………………………
④フロントフォークアッパーブラケットポルト（左、中、右）・…………………….……．
⑤〃（中）…………･……･………….…………
⑥ハンドルパーホルダポルト（右、左）・……………………･……….….……………..……
⑦ハンドルパーーホルダナット（右、左）……………･…………………………………..……
⑧フロントフォークロアーブラケットボルト（右、左）・………………………………….．
⑨ショックアブソーバリヤーナット（上、下）………………･…………………….………．
⑩リヤースイングアームピポットナット……………･……………………………..…………
⑪ブレーキペダルボルト………………………………･…….……･………………………….．
⑫リヤートルクリンクナット（｢iii）…………………………………………..……….……､リ

（後）……………………………･………･…･………………後〃

⑬フロントブレーキマスタシリンダポルト（｣ﾐ、下）……………･……………….………．
⑭フロントブレーキオイルボルト..…･………･………･………..………………………….…．
⑮フロントブレーキキャリパボルト（右、左）……･……･…………………………….……
⑯フロントブレーキキャリパブリーーダ（右、左）…･…………･………….…………………
⑰アンチノーズモジュレータブリーダ･…………………………………………….…………．
⑬リヤーブレーキロッドロックナット………･………･………………………………………．
⑲リヤーブレーキマスタシリンダボルト（上、下）…………………….………….………
⑳リヤーブレーキオイルポルト…･…･………･･……………………………………………..…
⑪リヤーブレーキキャリパポルト･………………………………………….…………….……
⑫リヤーブレーキキャリパブリーダ……………………………………………………………
⑳フレームダウンチューブボルト…………･･………･………………………….……….……．
⑭エンジンマウンティングポルト………………………………….……….……………….…

①

③
…

③

⑩

《麺,ノ
⑳

⑳

使用油脂一覧

園'4７

、

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

回一
99000-21300
99000-21310

99000-25010

99000-25140

99000-32080-00Ａ

99000-32080-33B

99000-22080-O3B

Ｎ■
スズキエクスターオイル
スーパーデラックス

スズキスーパーグリース（Ａ）

スズキモリペースト

シール1207．Ｂ

スリーボンド1401

スズキネジロック

スズキネジロック

■￣
エンジンオイルとして使用

オイルシールリップ部に塗布

パルブステムに塗布

クランクケース合せ面に塗布

ネジ類のゆるみ防｣上

スタータクラッチの締付

カムスプロケットポルトの締付



E雪Ｅｇ 特殊エ具 傘ｓ傘宰傘傘参参＄参参ｓｓＳＵＺＵＫＤｓ＄＄

４サイクルエンジンのエンジン潤滑汕の送油圧を測定するものです。

測定範１１WはＯ～10kg／cmFで主にメタル軸受方式のエンジン用として用います。
ゲージ''1体のため測定しようとするhIi種に応じたホースでエンジンとゲージ

を接続しなければなりません。

（ホースは別光です）

４サイクルのエンジンのエンジン潤滑油の送油圧を測定するときにオイルプ

レッシャゲージとともに使います。

エンジン側の取付ネジは１４ミリ1.25ピッチのネジです。

また先端のネジを１個取り外すと１３ミリＬ５ピッチのメスネジになります。
ホース長：約600mｍ

叡

ピストンをコンロッドから取り外そうとするときにピストンピンを抜きとる
ために用います。

ピストンピンの中へプーラのシャフトを通し反対側からシャフトの先端へピ
ストンピンの径に適応したアタッチメン

トを取り付け（左ネジ）でシャフトを左

へ麺すとピストンピンが抜けてきます。
域

主に４サイクルエンジンのタペットクリアランスの点検調整用に使用します
が他に一般的なシックネスゲージとしても使えます。

薄いゲージはこわれやすいため使用頻度の高いゲージは同一サイズでも枚数
を多くしています。

〔内容明細〕

148

品番 09915-77330

品名 ｵｲﾙﾌﾟﾚｯｼｬｰｹﾞｰｼﾞ(１０k8用）

品番 09915-74520

品名 ｵｲﾙﾌﾟﾚｯｼｬｰｹﾞｰｼﾞﾎｰｽ

品番 09910-34510

品名 ピストンピンプーラ

品番 09900-20806

品名 シックネスゲージ

奨さ７５mｍ
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２輪中のクラッチの分解整備に欠かせない工歩Lでクラッチスリープハプを脱

着するときに用います。

クラッチスリープハブの大きさに合わせてホルダの爪の位殻を調整して掴み

ハンドル部で固定してスリーブが回らな

いように押えます。

爪がスライドするため１部の車種を除い

て多くの〕iＩＩ種に利用できます。

各種のローダ類を抜き取るためのセットで、フライホイールロータやアーマ

チュアの取り外しなどの作業に用います。

又、他にスライドハンマー部をベアリングリムーパと組合わせてベアリング

抜き取りにIⅡいたり幅広く使用できます。
〔アタッチメント明輯〕

①ロータリーリムーパスライドシャフト：品稀O9930-30102
②アタッチメントＡ：品融9930-3014肥10ミリネジ
③〃Ｂ：品悉O9930-30150…８ミリネジ
①〃Ｃ：dlll爵09930-30161…27ミリＡ:ネジ
⑤〃、：品魯09930-30170…24ミリネジ
⑥’’Ｅ：乱碍O9930-30180…30ミリ円ネジ
⑦〃Ｆ：品岳0993030190…６ミリネジ３本

Ｐ＝４２．－６５＃

⑧〃ＯＫ品30993030211…５ミリネジ３本
Ｐ＝246-3“アタッチメントＡを含む

⑨アタヅチメントＦＩＩ1ボルト：ildh齢09930-30220

…

２輪１１[のステアリングレースやベアリングレースをフレームヘッドパイブに

圧入するときや、スイングアームビボット部にニードルベアリングを用いて

いるJlifJhでのニードルベアリングＩＦ入時に用いる工其です。

鼬

２蛤D1iのフロントフォーク内のオイル品を調終するためのゲージです。

符に記したl｣盛に合わせてクリップをセットし、フロントフォークインナー

チューブ内へ人jlL先端の六からオイルを吸い出すと、所定の油而になります。

オイル趾がｲ<足しているとオイルが吸い上げられませんので、この場合は、少

し多目にオイルを入れて11jぴ吸い出すと所定のilIlfikになります。

園'4９
グ

志百回三回、尋尋悪蕊二季玉三三二襄三~配

品番 09920-53710

品名 ｸﾗｯﾁｽﾘｰﾌﾞﾊﾌﾞﾎﾙﾀﾞ

品番 09930-30133

品名 ローダ･リムーバセット

品番 09941-34513

品名
ステアリングレース＆スイング
ァームペアリングインストーラ

品番 09943-74111

品名
フロントフォークオイル
レベルゲージ

■ 轄藍ェ具囮



霞副召凰’ 特殊エ具 傘Ｓ傘全＄傘念ＳＳｓｓｓｓＳＵＺＵＫＵＳ＄傘

４サイクルエンジンに於ける吸・排気バルブ関係の整liIi時、シリンダヘツド

本体からパルプ１１１体で取外したり針l付けたりするときに使用します。

先端のアタッチメントはロッキングボー

ルによってFil定しておりiiiillqに脱着でき

るのでバルブスプリングリテーナのサイ

ズに合わせて交換することができます。

標準アタッチメント：。28.5

４サイクルエンジンに於ける吸・排気バルブ関係の調整時、シリンダヘッド

本体からバルブlli体で取外したり組付けたりするときパルブスプリングコン

プレッサ本体へ取付けて便)Ｕします。

バルプスプリングリテーナの径が｡24の

ものに使川できます。

パルプスプリングコンブレッサ本体

（別売）

品稀：09916－14510

唖

４サイクルエンジンのタペットクリアランスを調整するときにタペットスク
リ１を回すために用います。

オフセットレンチなどでロックナットをゆるめた後、先端の□部を夕ペット

スクリュの□部に合せて差し込み夕ペットスクリュを回し、適正なタペット
クリアランスに調整します。

先端□部……対辺３mｍ

…

團
２轤來のいろいろなエンジンに幅広く使用できるように汎用性を高くしたス
パークプラグレンチセットです。

・セット構成はＭ１0用、Ｍ12用、Ｍ14用の３つのスパークプラグレンチソケ
ット及び15mm、３０mmの長さ調整用エクステンションの５点です。

・駆動は□９．５mm系及び六角対辺17mm系で便利に使用できます。
・ソケット先端にロッキングホールを設け、スパークプラグの脱落を防止し
ています。

・ソケット長さはエクステンションとの組み合わせで、５７mm、７２mm、87,,,
107mmの４種類に調整できます。

'50園

品番 O9916-14510

品名 バルプリフタ

品番 09916-14910

品名 パルプスプリングコンブ
レッサアタッチメント

品番 09917-14920

品名 ﾀﾍﾟｯﾄｱｼﾞｬストドライバー

品番 09930-10120

品名 スパークプラグレンチセット

l5nwnエクステンション

MIO用ソケットＭ'2用ソケット

(O9930-IOI30）（09930-10140）



特殊エ具◆傘ＳＵ夛凹ＫＵｓｓｓｓｓｓｓｓｓ参参参傘匠認祷冒巴團Ｉ

２輪J1iフロントフォークで全面摺動式のものを分解組立するときに使用しま

す。

健い゛Ｔ”ハンドルの先端にアタッチメントを取付け、インナーチューブ上

端からｲi１１人し、内部のシリンダをlulり11三

めし、下部のアレンボルトをゆるめたり

締め付けたりします。

①Ｔハンドル：09940-34520

②アタッチメントＡ：09940-34530

③アタッチメントＢ：09940-34540

④アタヅチメントｃ：O9940-34550

⑤アタッチメント、：0994034561

⑥アダソチメントＥ：0994034570

⑦'アタッチメントＦ：O9940-34580

⑥アタヅチメントＧ：09940-34590

各所に使われているスナップリング類を脱肴するための秤Ｈ１のプライヤです。

細かいところでの作業に便利なように先端の形状を細く及<しています。

軸ｌｉ１に川いるもので先端は』0(ih:ぐにⅡIぴています。

(麹i圏，

２輪Jliのフロントフォークインナーチューブにはいろいろな太さのものがあ

ります。

これに伴ってオイルシールのサイズもいろいろありますが、各サイズ征に平

川の｣:ｌＬをifiMiするのは不介JUI1です。

この不介FMさを解１１１』し〈ｊ２６～ｊ４５をｌＩＩＡ１でカバーできる便利なインストーラ

です。
…

ステアリングヘッドにテーパローラベアリングを採用している２輪車の場合

のステアリングステムに11:入されているテーパローラベアリングのインナー

レースを取り外すときに使川します。

闇'5１

品番 09940-34514

品名
フロントフォーク
アッセンプリングツール

品番 O9900-O6107

品名 スナップﾘﾝｸﾞプライヤ(軸．直）

品番 09940-50112

品名
フロントフォークオイルシール

ｲンストーラー

品番 09941-84510

品名
ペァリングインナーレース
ﾘムーバ



特殊エ具 ＳＳｓ全傘全念念宰参参参ＳＳＵＺＵＫＯｓ制

自動車用電装品の各穂点検に便利な小型テスタです。

各種配線類の断線チェックをはじめ充電電流、充電電圧、各種抵抗値などの
点検iHI定に利用できます。

〔測定範囲〕

●埴圧

（庇流）２．５Ｖ、１０Ｖ、250Ｖ、1000Ｖ

（交流）１０Ｖ、２５Ｖ、250Ｖ、1000Ｖ

●直流芯流：２０Ａ、250ｍＡ

●抵杭：ｌＫＱ、１０Ｋ｡

１００Ｋ｡、１０００Ｋ｡

シリンダとクランクケースなど、パッキンを介して密着している部品を取り
外すときに使用します。

細く作られた先端が入るところならどこでも使えますが無理にネジを廻して
INIいていくと薄い部分などを傷つけるこ

ともありますのでショックを与えながら

使うなどの注意が必要です。

中央の六角部分を廻すとjIL端がllllじたり

附いたりします。

域

ｗＬ"型の８１ｍソケットレンチにｅドライバを組合わせた工具で、複数のキャ

ブレータのスロットルパルプ＃１１度を同調させるために用います。

ソケット部でロックナットをゆるめ、アジヤストスクリュをｅドライバで回
してスロットルバルブの側度を調整します。

趣

大型２輪Ｊ１[に11川らｵしているジェネレータのローダを取り外すときに１１川ます゜
ローダ外周に設けられている２箇所の凹みに合わせてボルトを入れ、ハンド
ルを侍ってローダが回るのを止めます。

'52園
巳

品番 09900-25002

品名 ポケットテスタ

品番 09912-34510

品名 シリンダディスアッ
センプリングツール

品番 09913-14911

品名 ｽロットルバルブアジャストレンチ

品番 09930-44912

品名 ロータホルダ
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組立要領｜ｓｓｓ◆傘傘ｓｓＳｓ傘傘念ＳＵＺＵＫＤＳｓＳ謁畢Bl

趣

１
１
１
‐
「
１
１

趣

虜156

冷却関係組立図（１） ＧＫ７１Ｂ

ラジエータインレットホース

クラン

締付トル ク
いように

ク７０－９０k９．cｍ

ラジエータ

ウオータポンブアウトレットホース

鯵
‘

弓

ブる



`詔召割

…

《鞠醤，

園'5７

冷却関係組立図（２） ＧＫ７１Ｂ

注記

･ラジエータ組立時はフィン及びユニオン部に

慨を付けない二と。

・リザーバホースの差し込みは約15mm。

・ラジエータホースの差し込みは約20mm。

溌
Ｕ

／

｡

／

／
ﾌﾟﾛﾃｸﾀのない部分が短い方ＶＪＶ
(ﾎｰｽ端からプロテクタまで50mm))ヘ
をリザーバタンク側にする。

UPPER

LOWER
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●バルブ・カムシャフト関係 ０m位の表示なきものは企てﾛロ

（鑓…

… 潤滑関係

園'6７

項目 標準値 使用限度

タペットクリアランス（冷機時） ０．１３～０．１８ 標準値以外修正

バルブとバルブガイドのガタ（1Ｎ） 0.35以上交換

（ＥＸ）〃 0.35以上交換

バルブガイドの内径（1Ｎ） ５．００～５．０１２

（ＥＸ）〃 5.00～５．０１２

パルブステムの外径（1Ｎ） 4.960～４．９７５

（ＥＸ）〃 ４．９４５～４．９６

バルブの振れ（1Ｎ･ＥＸ） 0－０．０２ 0.05以上交換

パルブシート面の幅（1Ｎ･ＥＸ） 0.7～１．０ 標準値以外修正

バルブスプリングの自由長
インナ：１Ｎ３４.ＯＥＸ３２､４０

アウタ：1Ｎ３７．９５ＥＸ３６．６０

インナ：１Ｎ32.64EX3L1

アウタ：１Ｎ36.43ＥX35.13
以下交換

カムの高さ（1Ｎ） 34.91～34.95 34.61以下交換

カムの高さ（ＥＮ） 34.14～34.18 33.84以下交換

カムシャフトジャーナルのオイルクリアランス 0.020～0.054 0.150以上交換

カムシャフトジャーナル部の外径 21.959～２１．９８０

カムシャフトホルダの内径 ２２．０～22.013

カムシャフトの振れ Ｏ～０．０２ 0.10以上交換

ロッカーアームシャフトの外径 11.973～11.984 11913以下交換

ロッカーアームの穴の内径 12.000-12.018 12.078以上交換

項目 標準値 使用限度

エンジンオイルfit（分解時）（cc） 2,600(3,000）

エンジンオイルプレッシャー(60℃3,000｢.p､､)(kg/cnf） ３～４

オイルポンプチッフ゜クリアランス

'’アウタクリアランス

'’サイドクリアランス

非分解

－以上交換

－以上交換

－以上交換
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●ピストン・シリンダ関係 １１１位の災,叺考きものは企て､、

‘
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項目 標準値 使用限度

ピストン・シリンダクリアランス 0.016～0.040 O｣20以上修正

シリンダの内径 53.005～５３．０２０ 53.105以上交換

ピストンの外径(ピストン下端より〔14〕mm上） 52.97-52.985 52.990以下交換

シリンダヘッドの平面度 Ｏ～0.03 0.20以上交換

シリンダの平面度 ０－０．０３ 0.20以上交換

ピストンリングの自由合い1Tすき間（1st） 6.5 5.2以下交換

（2m｡）〃 6.0 5.2以下交換

ピストンリングの組付合い口すき間（1st） ０．１～０．３ 0.7以上交換

（2,.）〃
0.1～0.3 0.7以上交換

ピストンリングとリング灘のすき間（lst） 0.180以上交換

〃 （2,.） 0.150以上交換

ピストンのピン穴内径 14.010～1４．０１８ 14.044以上交換

シリンダコンブレッション（kg／cnf） 14.0（450rpm） 11.6-450rpm以上交換

シリンダコンプレッション気筒間差（kg／cmf） 1以内

項目 標準値 使用限度

ピストンピンの外径 14.000～1３．９９５ 13.980以下交換

コンロッド'j､端の内径 １４．０１０～1４．０１８ 14.054以上交換

コンロッド小端の振れ

コンロッド大端のスラストすき間 ０．１０～0．２０ ｑ30以上交換

クランクシャフトの振れ Ｏ～０．０３ ｑ05以上交換

コンロッド大端のオイルクリアランス 0.024～0.048

クランクシャフトジャーナルのオイルクリアランス 0.020～0.044

パランサーシャフトジャーナルのオイルクリアランス

クランクシャフトスラストクリアランス メタルイUIi人『愛
０．０４５－０．０９５ 標準値以外修正
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●クラッチ・プライマリギヤ関係 Ｉ１位の糞拡なきものは全て、
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●トランスミッション関係 111位の糞jU《なきものは全てﾛ罰
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園'6９

項目 標準値 使用限度

クラッチの遊び(レバー先端で） 1０－１５ 標準値以外修正

ドライブプレートの厚さ ２．９～３．１ 2.6以下交換

ドライブプレートの歪み

ドリブンフ゜レートの厚さ 1.6

ドリブンプレートの歪み Ｏ～０．１０ 0.6以上交換

クラッチスプリングの自由長 ３４．４～3５．４ 33.15以下交換

発進(クラッチイン)回転数（r・p.m.）

クラツチタイト回転数（r､p.m.）

自動変速切替わり速度（km/h）

クラッチ・シュー外径（1st）

（2,.）〃

クラッチハウジング内径（1st）

（2,.）〃

プライマリギヤパックラッシュ Ｏ～0.045 ０．０８以上交換

項目 標準値 使用限度

ギヤシフトフォークの爪の厚さ（１） ５．４８～５．４９

（２）〃 ５．４８－５．４９

（３）〃 5.48～５．４９

ギヤシフトフォーク溝の幅（１） ５．５～５．６

（２）〃 ５．５～５．６

（３）〃 5.5～５．６

ギヤーシフトフォークと溝のすき間(1) 0.01-0.12 0.80

（２）〃 0．０１－０．１２ 0.80

（３）〃 ０．０１～０．１２ 0.80

シフタフォークシャフトの曲がり 0.01～0．０３

カウンタシャフトギヤ圧入寸法

ドライブチェーンの21ピン間寸法(チェーンサイズ） 317.5(DID525U） 336.55以上交換

ドライブチェーンのたるみ(メーンスタンド使１１１時） 20-30 標準値以外修正
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項目 諸元 備考

キャブレータ型式 ＡＳ２７ＶＷ (アイサン）

メーンボア（､､） 3０

キャブレータ判別刻印 O4A10

アイドリング回転数（『.p､､） 1,300

フューエルレベル （m､） ９

油面調整基準（、,） 2０．５

メインジェット（Ｍ､J） 9４

ジェットニードル（』.N） 5ＢＩＯ－３

ニードルジェット（N､J） 2.6

スロットルバルブ（Th.v又はC､A） 1１．０

パイロットジェット(p､J)又はエアスクリュ(A､S） 3４

パイロットスクリュ(Ｐ.S） 2.0

バルプシート（V､S） ２．５

スタータジェット（G､S） 6０

エアクリーナエレメントオイル塗布量 ２０９(約24cc） 10Ｗ-30エクスタオイル

項目 賭 ﾌＥ

点火時期 （ンr・p.m.） 15／1,650
ピストンストローク

nｍ

飛火性能（m､） ８以上

コンタクトポイントのすき間 （nm）

ﾄﾞエルアングル（度）
N、 Ｋ Ｍ

スパークプラグギャップ（､､）
NＧＫ

0.6～０．７
Ｎ、

０．６～0.7

スパークプラグ（ＮＧＫ）
焼けるとき 偲小

Ｃ－８ＨＡ
くすぶると３

Ｃ－７ＨＡ

（ＮＤ）〃
焼けるとき 1国申

Ｕ－２４ＦＳ－Ｕ
くす』;らと３

Ｕ－２２ＦＳ－Ｕ

イグニッションコイル抵抗値(１次）（｡)し
Np ⑥

４
Ｍ

〃 （２次）（ＫＱ）
Ｎ、 ⑪

1５
Ｍ

7ライホイールマグネトステータコイル抵抗値緑一青（⑫）
Np ⑪ Ⅱ

黄の各端子間（Ｑ）
N、 ⑪ Ｍ

(｡）
N、 ⑤ Ｍ

フライホイールマグネト充電性能2,000｢・p.m.（Ａ）
N、 ① Ｍ

3,000『・p.m.（Ａ）
IUD ⑪ Ｍ
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項目 諸元 備考

フライホイールマグネト充電性能4,00or・p.m.（Ａ）
ＮＩ〕 Ｋ Ⅲ

5,00or･p.m.（Ａ）
ＮＤ Ｋ Ｍ

6,00or･p.m.（Ａ）
Ｎ、 Ｋ Ⅲ

7,00or､ｐ．ｍ．（Ａ）
Ｎ、 Ｋ Ｍ

スタータモータブラシ長さ使用限度（m､）
Ｍ）

8.5以下交換
ミツバ

スタータモータコンミュテータ外径限度（m､） 27以下交換

セルダイナモアンダカット限度（､､）

ブラシ長さ使用限度（m､）

無負荷調整電圧（Ｖ）

カット・イン電圧（Ｖ）

レギュレータ調整電圧（Ｖ） １３．５～１５．５

パッテI)型式 （Ｖ－Ａｈ）
ＹＢｌＯＬ－Ｂ２

ＦＢｌＯＬ－Ｂ２

バッテリ電解液比亜 1．２２－１．２６

フューズ 20Ａ×１

ヘッドランプ＆パーキングランブパルプ（Ｗ〉 35／35×２

シティランプパルブ（Ｗ） 3.4ｘ２

テール・ストップランフ・バルブ（Ｗ） 23／８

ターンシグナルランフ゜バルフー（Ｗ） 2３

スピードメータランブパルブ（Ｗ） ３

タコメータランフ゜パルプ．（Ｗ） ３

ニュートラルランプ･バルブ（Ｗ） ３

ギャーポジションランプバルブ（Ｗ） 1２－１．１２

オイルレベルランプパルブ（Ｗ） ３

ターンシグナルパイロットランプパルプ（Ｗ） ３

ハイビームインジケータランプパルブ（Ｗ） Ｌ７

（Ｗ）ライセンスプレートランブパルブ ８

スピードウォーナーランブバルブ（Ｗ） ３
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●車体関係
ⅡＭｄ'〃、ルヶロで式･斑ｆｍｌ＋ら.デー．

項目 標準値 使用限度

フロントブレーキレパーの遊び ５～1０ 標準値以外修正

リヤプレーキペダル又はレバーの遊び ５～1０ 樺準値以外修正

ブレーキドラムの内径（前）

（後）〃

ブレーキライニングの寸法（前）（直径）

〃 （後）（Ifl:径）

プレーキシューリターンスプリング自由長（Iiij）

（後）〃

ブレーキディスクプレートの厚さ（前） 4.5 4.0以下交換

（後）〃 6.5 5.3以下交換

ブレーキディスクプレートの振れ（前） 0.2以上交換

（後）〃

0.2以上交換

ディスクブレーキパッドの１９[さ（前） 摩耗限度線まで

（後）〃

摩耗限度線まで

マスタシリンダ内径（前） 14.000～1４．０４３ 14.098以上交換

（後）〃
１２．７００～1２．７４３ 12.793以上交換

マスタシリンダピストンの外径（Iiij） １３．８５０～1３．９０７ 13.863以下交換

（後）〃
１２．６５７～1２．６８４ 12.644以下交換

ブレーキキヤリパ内径（前） 27.000～2７．０５０ 27.155以上交換

（後）〃
3８．１８ 38.218以上交換

ブレーキキヤIノパピストン外径（前） 26.957～2６．９７ 26.92以下交換

（後）〃
３８．０９８～3８．１４８ 38.087以下交換

ホイールリムの振れ（前）タテ・ヨコとも 0－２ ３以上交換

（後）タテ・ヨコとも〃
Ｏ～２ 3以上交換

タイヤサイズ（iiii） 100/90-1654Ｈ

（後〉〃

110/90-1861Ｈ

タイヤ摩耗限度（前）（）IAlは推奨価 ０．８(１．６）

（後）（〉内は推奨値
〃

０．８(２０）

タイヤ空気圧 (kg／CIT） 前輪

桧後

〃一般道路1名乗 {I 2.00 2．２５

〃一般道路２名乗

●
１

１

2．００ 2．２５

高速道路１名乗H1〔
〃

2.00 2．５０
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項 目 標準値 使用限度

フロントフォークオイル カヤバＧ－１５

フロントフオークオイル量(3１ンナチュープ上端からi1h面・容価 108mm、391cｃ スプリング無、最圧時

フロントフォークスプリング自由長． 439 421以下交換

フロントフォーク空気圧（kg／CIP）

フロントフオークインナチュープの外径 3６

フロントフオークアウタチューブの内径 3７

アクスルシャフトの振れ（前） Ｏ～０．１５ 0.25以上交換

〃 （後） 0－０．１５ 0.25以上交換

スイングアームピポットシャフトの振れ Ｏ～0．１５ 0.30以上交換

リヤクッションスプリング自由長 197.1
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★エンジン関係

●中速時の出力向上のためキャブレータセッティング等を変更しました。

★電装関係／，

●イグニッションスイッチをＯＦＦにしてもガソリン残量が一目でわかるよう，コンビネー

ションメータの右側へ置針式フューエルメータを設けました。
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〔商品呼称〕

スズキＧＳＸ４００Ｒ－２

〔通称名〕

スズキＧＳＸ－Ｒ

〔車名及び型式〕

スズキＧＫ７１Ｂ

〔開始車台番号〕

GK71B-114715～

･発売g８５年４月
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キャプレータ

★中速時の出力向上のためキャブレータセッティングを変更しました。
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コンビネーションメータ

★大型で視認性の良いコンビネーションメー

タは，左側にスピードメータ，中央にタコ

メータ，右側にフューエルメータ＆ウォー

タテンパラチュアメータ，中央下部に各種

パイロットランプを配置しています。

★スピードメータ

・うず電流型

・目盛－０～180km/ｈ

・８０km/ｈ以上は赤目盛

★タコメータ

・電気式

・目盛-0-13000rpm

12000rpm以上は赤目盛

★フューエルメータ

・交差コイル式

・イグニッションスイッチをＯＦＦにして

もガソリン残量が一目でわかる置針式メ

ータです。

・フューエルレベルゲージのフロートがガ

ソリンの量に応じて上下（浮沈み）する

ことにより抵抗値が変化し，これによっ

てフューエルメータ指針部外側の励磁用

コイルに流れる電流の大小が指針に直結

した磁石を作動させ指示値を決めていま

す。

コンビネーション速度計
■

（

左 灯

プ

(瞥鐘，

１
１
‐
１
１
１
１
Ｉ
ｊ
６
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、

…
この指針の磁石部はダンパオイルの中にあるので，スイッチをＯＦＦにしても指針は元

の位置には戻らないで残量の表示をします。

★ウォータテンパラチュアゲージ

・交差コイル式

・指針帰零式 ‐ダ

●●
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霞
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フューエルメータ(燃料計)の点検

フューエルメータ

賂 凧白

一一

￣ ■■

指示を見る。

(&::【）
…

▲、－＋’６－－－１■ＩＩｌＩｌＩ■■１０ｑ６ｌ０ｌ０Ⅱ▽０口Ⅱ０００００００‐００，００１０Ｉ０１１ＩｊＪＴ００ｄＩ：’０１１’‐。‐１０ＩＩ００ｌｌｈＩⅡ日日Ⅱ００００００■Ｊ１■■■ⅡＦ１６Ｊ

★図のようにフューエルメータの黄黒線に抵

抗，又はフューエルレベルセンダゲージを

接続しフェーエルメータの指針位置を確認

する。

（イグニッションスイッチＯＮの状態）

★フューエルレベルセンダゲージを用いる場

合はポケットテスターで所定の抵抗値にな

るところを探してフロートアームを固定し，

フューエルメータに接続する。

…

フューエルレベルゲージの点検

★ポケットテスタを用いてフューエルレベル

ゲージの各位置の抵抗値を測る。

★フロートアームのストッパが当るところ

（上，下２箇所）で測定する。

.｡.｡.淡･.:｡.･･...」
－２ﾆｰｰ」
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